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◎開議の宣告 

○議長（鈴木宏始君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◎一般質問 

○議長（鈴木宏始君） それでは、本日の日程に入ります。本日の日程は一般質問であり

ます。 

   質問は、通告順に行います。質問は、会議規則第６３条の準用規定により、一問一

答方式で行います。また、質問時間は、議会運営確認事項で答弁も含め、１人につき

約９０分以内を原則とします。 

   それでは、通告第１、１５番佐藤富男君の一般質問を許します。１５番佐藤富男君。 

◇１５番 佐藤富男君 

   １．西郷村財政計画について 

   ２．西郷村福祉政策について 

   ３．西郷村振興計画について 

○１５番（佐藤富男君） おはようございます。１５番ですが、佐藤富男でございます。 

   一般質問を行う前に、まず一言申し上げたいと思いますが、私は本定例会の開会日

であります３月２日に西郷村議会内の会派届けをいたしました。会派名は「村民与党

の会」であります。会派会員は私一人です。一人会派、村民与党の会であります。議

会議員の皆様、西郷村役場職員の皆様、そして村民の皆様方にはよろしくお願いを申

し上げます。 

   さて、平成２７年度予算案が示されましたが、私はこの予算案を目にしましたとき

に、最初に考えさせられてしまったのは、厳しい財政状況と、その政治的な予算編成

ではなかったのかということであります。 

   ちまたのうわさによりますと、各課から要求された予算が１６円も超過していたと

いうこと、（不規則発言あり）１６億円も超過していたということ、そしてまた一律

で既存の補助金などがカットされたということ、そしてまた新規事業はほとんどが認

めていただけなかったというような情報であります。 

   そこで、村長にお伺いいたしますが、平成２７年度の予算編成に向かってどのよう

な村づくりのお考え方で予算を編成されたのか、大筋で結構でございますので、まず

ご答弁をお願いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） １５番佐藤議員の一般質問にお答えします。 

   どのような村づくりのための予算編成をという概略ということでございます。冒頭、

今回提案の理由で申し上げましたとおり、引き続きこの除染をやると。除染は

１９４億８８万９,０００円ということでございます。もう既に３年目に入りました

が、多額の除染費を使うと、大体６割ぐらいまでは終わってきたということでござい

ますが、依然として目に見えないものとどう格闘するかということになりますと、こ
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の除染を進める、それも今年はめどをつけたい、こういう意気込みで除染対策費を計

上したわけでございます。 

   そのほかにつきましては、今年はいろいろアベノミクスの三本の矢とか、あるいは

消費税を上げない。なぜか、景気を冷え込ませたら大変だと。こういう理由で、いろ

いろ国のほうでも問題を抱えております。 

   同時にこの地方交付税、いかなる結果になるのか、１０億兆７,０００億円という

ことがどう結果として出てくるのかということを見ております。地方自治体の対応は

やはりこの収入面においては、地方交付税になりますので、この部分が１番。２番目

は特定財源。どのように組み合わせをして納めると開く、こういった行政をどう進め

ていくのかということの中において、一般会計が８３億円というふうになったわけで

ございます。 

   やはり、この一つは震災の復興、除染。これによって、まずこの放射能の脅威を払

拭する。２番目は到来している少子高齢化といった問題にどう対応して、そして次の

世代、人材育成にどう力を振り向けていくのかといった大きな流れの中において、今

後の財政運営をどのようにしていくかということを考えて、当初の予算を組んだわけ

であります。 

   一つは、やはりこの入るをはかって出るを制すということになりますので、やっぱ

り歳入がどのように展望として開けていくのか、あるいはそうではないのか。歳出に

おいては、この義務的経費、それをどのように抑え込んでいくのか。そして、その余

剰金を一般財源の裏負担として開く部分にどう回していくのかということに様相を経

た結果でございますので、ひとつご理解をいただきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君の再質問を許します。 

○１５番（佐藤富男君） 今、村長のほうから震災復興、除染関係、少子高齢化というこ

とでということですが、今の村長のお話の予算がどこにどう組まれているのか、ちょ

っと見えてきておりません。 

   これは、私の思い込みかもしれませんが、今回の予算内容には村長の与党と言われ

る議員などの関係する予算は据え置かれて、野党と称する議員の関係する予算は削減

されたのではないかというように疑うような予算を感じました。特に私が関係する文

化活動関係の予算をきめ細かに削減されましたが、お名前を出して申しわけないです

が、野球連盟、秋山議員とか矢吹議員などが関係する体育協会関係の予算は全く削ら

れず、前年どおり予算編成されているということでございます。 

   それで、気になったのが、実は去る２月１２日付の佐藤まさひろ後援会オフィシャ

ルブログにありました記事の内容であります。去る２月７日に農協セレモニープラザ

で行われました佐藤まさひろ後援会、その新春の集いがあって、その中において後援

会の役員なのか、もしくはご来賓なのかわかりませんけれども、次のようなご発言が

あったとこのオフィシャルブログで言われております。 

   その内容は、「村長も村職員も大変な苦労をしている。村長に力を存分に発揮して

もらうために与党議員を増やして、安定した村政運営をさせてやってほしい」という
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記事の内容であります。与党議員が少ないから村長も職員も大変苦労しているんだと、

村長与党議員以外の議員が村長や職員の行政運営を妨げているというような内容であ

ります。与党議員以外は西郷村政の足かせだと言われているようで残念に思っており

ます。 

   この記事からすると、私は村長の与党議員ではありませんから、村長と職員に大変

な苦労をさせている議員の一人だということになります。しかし、この二元代表制の

村議会議員選挙で選ばれた議員の一人として考えることは、このような与党とか野党

とかという低い次元で佐藤正博村長が西郷村の行政運営をされているとしたら、とて

も看過することはこれはできません。そして、ブログによると、この新春の集いの中

で、「今日のようによい人のところにはよい人がたくさん集まってきます」というコ

メントがあると。ということは、その村長の後援会の集いの広場に集まらなかった議

員や村民はよい人ではなかったというふうにもとれるわけであります。 

   また、ある村民から聞いたのですが、そこには西郷村議会議長の鈴木宏始議長も出

席しておられ、演壇からこんな挨拶をされたそうです。ブログで言われるような佐藤

村長さんに対して、「私がここまで指導して今の佐藤村長をつくったのです」という

鈴木宏始議長がご挨拶されたというふうに私は聞いております。私はこのことを初め

て知ったわけですが、このコメントが真実でないなら発言を取り消しますが、鈴木議

長におかれましてはその際には正確に何と言われたのか、その場合はお話をいただき

たいと思います。 

   今までのお話を総合すると、西郷村議会議長も村長与党議員ということになってし

まうのでしょうか。私は地方の市町村の議会には与党とか野党とかという議会の構成

は国会と違って必要ないと思っております。まして、東北の小さな田舎の村の西郷村

議会に村長の与党議員だとか、村長の野党議員だとかというそういうミクロの発想な

どは百害あって一利なしであります。 

   結局、このような発想は西郷村民の間にも波及し、村長を支える議員が与党議員な

ら、この与党議員を支える村民は村長の村民与党である。そして、村長を支えない議

員を支える村民は村長の野党村民である。これは村長与党村民と村長野党村民を西郷

村内につくり、村民を差別化してしまうという大変な事態を生んでしまうわけであり

ます。もっとも、今の西郷村にそのような心配を疑問視するような雰囲気がないこと

もありません。私は感じております。 

   では、佐藤まさひろ後援会オフィシャルブログで言われるように、西郷村議会に村

長与党議員が必要で、それが本当に西郷村民にとって必要なことなのかということで

あります。問題はそこです。村民にとってそれが福祉につながる、村民の幸せにつな

がるのであればそれはそれでいいでしょう。しかし、中央大学の准教授の高橋亮平氏

のお話を申し上げてみたいと思います。 

   全国の首長提出議案の議決対応について、「議会によって修正されて可決した場合

はわずか０.４％しかなく、首長議案をそのまま９８.８％も原案のままで可決してい

る。しかし、首長提案の中でよいものはそのまま原案可決ですればいいが、全くその
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まま可決しているようでは、議会のチェック機能とはどういうものか考えさせられ

る」というふうに申しております。 

   我が西郷村議会のここ４年間の状況は、全国の地方議会と比べて果たしてどのよう

なものだったのでしょうか。平成２３年８月の村議会議員の選挙以来、村長提案に対

しまして修正や議員発議の条例の提出、特別委員会の設置など、多様にわたる村民福

祉のための活発な議論や活動がなされたと私は思っております。そしてその根源とな

ったのが、村長与党と言われる議員が西郷村議会史上初めて過半数を割ってしまった

という状況になったからだと私は思っております。 

   佐藤まさひろ後援会オフィシャルブログでは、それが結果として悪いことだと、悪

い議会だと言っております。本当にそれが悪いということであれば、中央大学准教授

の高橋亮平氏のお話とは全く矛盾してしまうわけであります。 

   私は、村長与党議員とは思っておりませんが、29歳で西郷村議会議員に初当選以来、

野党議員だという認識もずっと持っておりません。ただ、村長与党議員や一部の村民、

そしてマスコミが勝手に決めつけて言われているだけのことであると私は思っており

ます。そのようなことから、私はあえて今議会から村民与党の会という名称で会派を

立ち上げたわけであります。村長与党との差別化を図って、しかしながら、村長野党

でもない村民与党の会の議員として発言し判断してまいりたいと考えたわけでありま

す。 

   そして、来る西郷村議会選挙では、西郷村議会の中に村長与党というはっきりとし

た議員を増やすことが村民福祉の向上に本当につながるのか、または村民与党の議員

を増やすことが村民福祉の向上に必要なのかを問うてみたいとも思っております。 

   誤解を招くと困りますので、あえて前もって申し上げますが、これからお話しする

ことは八汐会とは関係ありませんので、ご承知おきを願いたいと思います。 

   例えば、西郷村の議員を村長与党議員だからとか、野党議員だからとかという目線

で村議会議員を決めていいのかどうかです。そんなことで、住民にかわって議会のチ

ェック機関としての議員の責任を果たせるのかどうか、単なる村長を支える数合わせ

だけの議員で、あとは村長任せの無責任な議員でいいのかということでもあります。

私は平成２３年の村議会議員選挙で議席をいただき、村長や村民の皆様から野党議員

だと言われておりますが、私は今任期中に行った議員としての議会活動内容を幾つか

かいつまんで申し上げたいと思います。 

   私は平成２３年８月改選時期の次の議会９月定例議会から、まず最初に行ったのが

東京電力の原発事故による西郷村民の皆様の損害賠償を進めるという観点から、西郷

村民の損害賠償の審査会条例を提案し、そしてまた可決させていただきました。しか

し、残念ながら村長はこの西郷村民の損害賠償条例をまだ施行しておりません。私が

思うにその村長の不作為のために、西郷村民が失った利益は途方もなく大きいものだ

と今でも思っております。 

   また、西郷村内のご家庭の敷地や通学路などで、原発事故による非常に高い放射線

量が計測された場所、いわゆるホットスポットを除染し、子どもたちや村民を守るべ
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きだという、ホットスポット除染に関する条例も提案し可決されました。しかし、こ

れもまた実施されておりません。 

   その後、放射能に汚染された西郷村内に住む子どもたちの甲状腺をはじめとした、

子どもたちの健康を将来にわたって見守っていくために必要な子ども診療所誘致条例

も提案し、これは全会一致で議会で可決されましたが、これも残念ながらいまだ施行

されておりません。 

   いわゆる、それらの重要な条例は全て佐藤正博村長に握り潰されているという状況

にあると私は考えております。その握り潰す理由は、佐藤村長の偏った思い込みの政

治姿勢の佐藤議員は与党ではない、野党の議員だから何も要らないという姿勢か、ま

たは放射能被ばくを楽観的に見過ごしているからではないでしょうか。 

   このように、一方的に野党と言われている私ですが、条例の制定とは別に西郷村議

会内に放射能対策特別委員会を設置し、委員長として昼夜この２年間パソコンに向か

って関係者と連絡を取り合いながら、一所懸命、村民との対話集会の開催や、国や福

島県に対して西郷村の子どもたちを守っていくという要望活動、そして抗議活動を同

志議員とともに数多く実施してまいりました。 

   また、子どもたちの将来の安心のために、平成２３年の村議会議員選挙の改選間際

の文教厚生常任委員会で問題になった、陳情書、子どもたちのホール・ボディー・カ

ウンターやガラスバッジによる線量検査を実施すべきであるという問題でありますが、

これを村議選でも私は声を大きくして村民に訴えてまいりました。そして、当選後す

ぐにこのガラスバッジによる子どもたちの安心を議会で訴え、推進してまいりました。

幸いにこの検査は実現され、今でも継続して行われております。当時の文教厚生常任

委員会での議論の結果が出たと私は思っております。 

   原発の風評被害から西郷村の子どもたちを将来にわたって守ることになる、データ

ベースを集積するための子ども手帳を提案し、文教厚生常任委員会の皆さんとともに

検討して、無事に子どもたちの保護者の皆様に子ども手帳を配布することもできまし

た。 

   また、私は県内でもいち早く屋内遊び場の必要性を村長に提案し、福島県議会議員

を通じ予算獲得の仲介役もさせていただいて、また、職員の皆様のご努力もあって、

西郷村に立派な屋内遊び場がどこよりも早く完成できました。西郷村ばかりか、近隣

市町村の子どもたちの精神的な面や、体の健康に大きく貢献しております。 

   また、放射線はＤＮＡに傷を付けるために、遺伝的な影響が出ると言われておりま

す。放射能被ばくによる子どもたちのＤＮＡを守るとともに、精神的なストレスをな

くし、心身ともにリフレッシュするための新潟県佐渡市や香川県などへのリフレッシ

ュ事業も私たちが提案し、そして村長提案の予算を大きく増額修正して実施されまし

た。そして、昨年と一昨年の２年にわたって、関係者の献身的なご協力のもとに、た

くさんの子どもたちがリフレッシュ事業を経験でき大喜びでした。これは教育長にも

最初の団長として頑張っていただいたと心から今でも感謝しております。このリフレ

ッシュ事業は平成２７年度予算において、国や県などから西郷村の取り組みが大きく
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評価されるとともに、その実績が認められ西郷村に普通交付税とは別に２,０００万

円の震災復興交付税として交付されることになりました。今年のリフレッシュ事業は

全額交付金で賄われ実施されることになりました。 

   また、評価は分かれますが、議会ライブ中継も私たちの提案で可決しました。実現

しました。 

   このように、村長のお考えになる野党という私議員でも、決して自分の利益のため

に議会活動をしているのではないのです。逆に、もし村長の与党議員が今議会、与党

議員が過半数を超えていたら、今まで私が申し上げてきた３つの条例制定やたくさん

の事業が本当にできたのかは疑問であります。もし西郷村議会が村長のしもべのよう

な与党議員ばかりになったら、村民から負託されたチェック機関としての議員の責任

は果たせないし、村長執行部を出し抜いて、議員発議の条例案など提案できるわけが

ありません。村長与党ではなく、村民福祉の向上には誰が正しいのではなくて、何が

正しいのかというの基本理念によって考え判断する村民の与党議員こそが正常な議会

運営をできると信じています。 

   そのようなことから、村長与党を増やすなどという、私から見れば邪道な議会構成

を否定していくために、あえて私は村民与党の会という会派を立ち上げたわけであり

ます。この会派は今のところ私一人の会派です。西郷村議会に八汐会８名、共産党会

派２名、そして村民与党の会１名の３会派が結成されました。将来において村民与党

の会の会派の会員が過半数を超えることこそ、私は正常な議会運営が保障され、村民

福祉につながると信じております。 

   いろいろ申し上げましたが、私の足かけ３６年に及ぶ議員生活を根底から覆された

佐藤まさひろ後援会オフィシャルブログの内容でしたので、私の基本政治姿勢を申し

上げました。 

   村長に申し上げますが、また与党、村民の方々にもお話ししたいと思います。今、

ここにコップがあります。これはコップです。このコップをここから見れば水を飲め

るコップです。こちらから見れば円形だけですね。裏から見れば、これは全く何に使

うかわからないような、同じコップであっても物の見方によっては変わっていくと。

議員も見方によっては変わってくるんです。別に１００％村長を批判しているわけで

はない。私は。村長がもし村長ではなくて一般村民なら私は善良な村民だと思います。

私は否定しません。しかし、西郷村１万９,０００人、２万人の人口の長として、政

治家としてここに君臨している、政権を担っている、その政権を担っている責任感が

私は足りないと思うし、その政治政策、行政政策が私は村民に夢を与えていない、村

民も村長が何をやろうとしているのかわからないというのが私は実態だと思うんです。

だから、私はあえて村長という立場というならば、私はそのように申し上げているわ

けでございます。ですから、私自身もそんなに下からばかり見ないで上からも脇から

も見てもらえれば決して私も悪い人間ではないんです。 

   また、そのようなことから言いますと、白河地方、村長もそうですが、よく観光の

目玉として戊辰戦争を例に挙げて、あと戊辰戦争を観光の売りにしていますね。しか
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しこの戊申戦争、長州藩と薩摩、そしてまた会津藩、江戸幕府、戦争ですね。長州か

ら見て会津は憎き天敵なんですよね。悪いんです。全部会津藩が悪いんです。しかし

会津藩から見れば長州藩こそ江戸幕府を倒幕して、要するに大政奉還をさせた悪なん

ですよね。だから、見方によっては悪にもなるし、善にもなる、私はそのように思い

ます。しかし、結果として明治維新をつくったのは、やはり今テレビでもやっていま

すけれども、吉田松陰をはじめとして、また坂本龍馬、たくさんの志士がおります。

しかし、坂本龍馬にしろ吉田松陰にしろあの当時の江戸幕府政権からすれば憎き、い

わゆる悪なんですね。平和な安定した政権を潰そうとする敵なんです。坂本龍馬も。 

   ですから、時代も変わって、また政権がかわれば、やはりその敵も味方も敵になっ

たり味方になったりする。それはおのおの言い分がある。だから、私はせめて西郷村

議会というこの小さな村の中で、村長は野党とか与党とかいう次元ではなくて、誰が

言ったではなくて、その内容がよければ村長が実施をする、真摯に村民の声として受

け止めてやるという姿勢が私は必要だという、そのことを訴えたいんです。 

   西郷村は、おおむね菊地國雄村政から佐藤正博村政に引き継いで、もう２５年の長

期にわたる政権が続いております。本来であれば、やはりアメリカ合衆国ではないで

すけれども、やはり政権はかえなければならない。できれば３期、１２年でまた新し

い政権ができて、そして検証して新しい西郷村政になっていく、そういうことが私は

一つのよどみをなくし、そして活力を生む一つの要因だと思うんです。それがもう

３０年近く同じ政権で来てしまったために、こうした大きな問題が蓄積されて、私は

申しわけないですけれども村長、村長は江戸最後の将軍徳川慶喜、早く大政奉還して

ほしいと私は思っております。 

   そういうことで、私も村民与党の会の基本理念であります、誰が正しいのではなく、

何が正しいかという姿勢で西郷村が運営される日を夢見ております。今回の議員定数

削減の問題についても、私は白岩委員長の言われるお考え、また八汐会の言われるい

わゆるその村民の声、８０％の方が議員定数削減すべきだと、そういうお話があった

と、私は真摯にその声を受け止めて、私の個人の考えではなくて、いわゆる住民の声

を尊重して、議員定数削減に賛同して副委員長まで受けてやりました。これは与党、

野党関係ないんです。そのような姿勢はこれからも変わりません。 

   そういう中で、村長にお伺いしますけれども、再度お伺いします。今回厳しい財政

の中で、何を優先して、何を先送りをしてきたのか、村長のお考え方をお示し願いた

いと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 先ほど述べられたのは質問ではないのでしょうか。（不規則発言

あり）よその話で聞いたんですけれども、一つは与党、野党というお話をされました

が、私はそうは思ってはおりません。後援会のお話が出ましたが、私はその選挙で選

ばれてきているわけです。議員も同じですよね。要するに目的は同じです。地方自治

の振興という意味でやってきているわけです。ですから、そこでこの相手どうこうと

いうのは我々から言うべきことではなくて、結局は選挙をする人だろうというふうに
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思っています。 

   それで、この後援会とかいろいろありますが、やっぱりこのいい地方、地域、村を

つくろうとする場合はやはり誰を立てて、そしてこの行政を執行するのかということ

になるわけであります。そうしますと、やはり村民一人一人との見方というのは厳し

いと思います。誰が何を言っているのか、どういう形になっているのか、その結果と

して議会がどうなっているのか、予算はどうなっているのか、あるいはということに

なってくると思います。結局、ここで決まっているわけですから。それは十分、新聞、

あるいは情報を見て村民各位が判断しているということであります。ですから、そう

いう意味で言うと、この後援会とか与党、野党とか私は言ったことがありません。た

だ、後援会をつくる人、村民各位はいろんな見方をしています。十人十色ですから、

あなたの言うとおり。 

   そういう意味で言うと、この衆目のどこにあるのか、那辺にポイントがあるのかと

いうことをきっちりと説明して、それを行っていくということ以外には、（聴き取り

不能）以外の意見をまとめるというすべは、我々にはないわけであります。村民の負

託をどのように実行していくのかという一点にして、これはこの行政ということはや

っていかなければならない。それが負託された責任だというふうに思っておりますの

で、私自身は、今言われたということは、もちろん後援会の中でいろんなご意見、ご

挨拶ありました。言われたとおり。今言われたような話を申された人もいるはずです。

それは我々が言っているのではない。やっぱり選ぶほうの人がそのように概観してい

るということだろうというふうに思います。 

   私はそういうことを言っていませんので、政治姿勢としても、これまでどおり村民

の負託を、どのように仕事で実行していくのかと、その結果をいかに高らしめていく

のかということ一点でやりますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

   さて、どのように重点に置いたのかというお話であります。今のこの行政報告あり

ますね。これが西郷村の財政状況だと。今、実はこれを読んでいるわけですけれども。

こういう観点でお述べになったというふうに思いますが、やはり今後の地方経済はど

のようになっていくのか、非常に私は心配をしております。 

   一つ、国家の財政赤字であります。１,０００兆円を超えたと言っている。地方財

政、地方交付税特別会計５０兆円を超えている。それでこの財源対策債の発行になっ

たと。そういうことが今後、西郷村政においてどういった結果をもたらしていくのか。

一つは、アベノミクスの効果。今日は新聞に出ていましたですね。経産大臣、福島県

に企業誘致を強めるという表明をされたやに書いてあります。やはり福島県の今の疲

弊した状況、あるいは日本全体のトレンド、世界の動き、ギリシャの動き、いろいろ

ある中において、日本経済がどうなっていくのか、今年から地方交付税の減資。これ

まで所得税の３２％等がありましたが、これが３７％ぐらいにアップされていきます。

なぜか。地方経済が上がらなければ……（不規則発言あり）そうですよ。予算編成の

一番大事なところです。予算編成の一番大事なところは、入るをはかって出るを制す、

入るをどうはかっていくかにかかるわけです。これからは。 
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   家計も同じですよ。家計も経済が回るかどうかは、消費が拡大するか大事にポイン

トを置きましょうと言ったときに、家計が緩まなければ消費が拡大しない。 

   よって、この消費が拡大しなければ、経済が好転しない。では、どのように好転さ

せていくのか、あるいは家庭経済をどう導いていくのかといった場合は経済の好転と

これから今後もやっていく日本技術立国、人材育成、世界に冠たるこのリードする産

業を興していくということにポイントを置かなければうまくいかないわけであります。 

   よって、この収入については一番難しい観点に入っているというふうに思います。

財政担当の財務省もやはり将来については厳しい見方を持っております。一つは交付

税が維持できるかどうかというポイントになります。 

   よって、その観点からいきますと、今度は特定財源、税収があります。税収をどう

上げていくのか、これもアベノミクスの結果がまだ好転してはいないというふうに思

いますので、期待はしつつもやはり厳しく見ざるを得ない。 

   よって、義務的経費、人件費、公債費、扶助費、これをどう考えていくかでありま

す。この３つのうち、人件費と公債費については支出が出ております。そしてこの扶

助費、これは上がっていくことは必定であります。少子高齢化の進展によって、ある

いは合計特殊出生率を上げていく状況には何をやるべきかというふうになります。こ

の辺がひとつ消費税をどう見ていくかであります。消費税１％２兆７千億、５％上げ

るかどうか、今回これにかかっていた、しかし上げることができない。景気を冷やす

から。ということになりますと、これがということで、その間、あるいはその上がっ

た後どうやっていくのか、この福祉、あるいは扶助費にどう回していくのか。回した

ものが具体的に介護、あるいは年金、これらに反映できるかどうか、こういった家計

の問題を好転させる、させていくというまでの間に、村としてどういったことができ

るのかということを考えて予算編成をしたわけであります。 

   よって、厳しく入るといったことと、先ほど納めると開くの部分において、開く部

分、あるいはその他において、少し厳しい部分があるかもしれません。ただ、これは

全体の状況をよく見る、来し方と行く末を見てこれでいいのかどうか、当然いろんな

団体と協議をしながらどういうふうに持っていくべきなのかということも考えつつ、

あるいは協議をしつつ、そして予算をやっていく。そして予算の編成は、当初予算、

あるいは補正が３回ある。こういったこの中において、きめ細やかな予算編成と実施

をしていく、こういうスタンスで予算編成に当たったわけであります。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 全く私の聞いている答弁になっていないし、まず本当に村長が

どこまでこの質問の趣旨を理解して、そして的確に答える意思がないのかなと思うほ

どでございます。 

   国家財政については、これはもう西郷村の議員さん全員がおおむねもう理解してい

ます。そういう中で西郷村としてどうなのかということを聞いたわけで、西郷村に絞

ってお話を聞きたかったんです。今回の村長の所信表明があります。この中にはたく

さんのきれいなことというか、やりたいことが書いてありますが、高齢者の福祉の充
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実とか、それから家庭、学校、地域社会の連携による教育力の向上。それから公民館

活動の充実と伝統文化の保存育成、企業誘致の促進と雇用の場の確保、医療分野など

の先端研究施設の誘致なんかありますね。 

   そうすると、例えばこの中で公民館活動の充実と伝統文化の保存ということなんで

すが、平成２６年度の予算と２７年度予算で比べてみますと、この公民館活動の中に

あります、いいですか、野球連盟とか体協については、予算は全然変わっていません。

しかし、大石議員が団長やっていますスポーツ少年団についても１１万円ほど予算が

昨年と比べて減額されているんです。 

   私は文化協会の副会長やっているんですが、文化協会の予算についてはとにかくき

め細かですね。文化祭実行委員会補助金４０万円から３０万円に１０万円削減されま

した。あと、西郷村青少年健全育成村民会議補助金、これも２７万円から２０万円に

７万円削減。ＰＴＡ連絡協議会補助金、これも１２万円から５万円に削減。文化協会

補助金、これが４５万円から４２万５,０００円に２万５,０００円削減。婦人会連絡

協議会補助金、これが３０万円から１割カットで２７万円。総合美術展補助金、

４０万円から１０万円カットされて３０万円。西郷村新生活運動推進協議会補助金、

３０万円から２７万円削減されて３万円。それから地区集会施設補助金、これが

３０万円から１０万円削減されて２０万円。体育協会補助金、４００万円は変わらず

ですね。それから福島県駅伝大会補助金が２００万円変わらず。村民登山大会補助金、

３０万円変わらず。西の郷ロードレース大会補助金３００万円変わらず。これで

４００万円、３００万円は全く変わらないで、３０万円、４０万円から本当に大きな

カットをしているんですね。これが本当に村長は何を考えて予算編成しているのかな

と。公民館活動を活発化するという所信表明が入っていて、なおかつ、こういう予算

削減しているというのは私は納得できないし、矛盾を感じて、どうも理解できません。 

   そういう中で、例えば、村長は今から５年前に３期目の村長選挙に当選しました。

そのときにこのように述べております。村長はバイオマス構想や地域新エネルギービ

ジョンを打ち出している。そしてこれを将来的に地域資源の新たな利活用により農業

観光などの面で新たな雇用スペースが期待できるといって、やりますよと言っている

んですよ。５年間たって今これどうなっていますか。お聞きします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 新しいエネルギーをやっていこうというのは、国の動き、あるい

は地球温暖化、それから３・１１の原発事故によって原子力のエネルギーは大変だと

いうことで、別のエネルギーをつかもうではないではないかというのは、国家、ある

いは世界の動きであります。 

   バイオマス、いろいろありますね。私は日本生物工学会の皆様と連携をして、そし

てこの肥料化、あるいはその実証実験等をやっております。それで、この地力増進と

かあるいはバイオマスは生物由来でありますので、新たな発電とか、いろいろありま

したが、やはりこの放射能が出てくる、燃やせばこのバグフィルターを通過するおそ

れがある。なかなか今は容易ではありません。近くの町村でも言われましたが、反対
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運動があってなかなかできない部分もあります。しかしながら、バイオマスはやはり

一番このサイクルにとってよいのではないか。ソーラーであれば夜は発電できない、

あるいは水力であればこの……（不規則発言あり）いや、だからそれをやっていると

言っているでしょ。今。今、やっている。バイオマスというのは…（不規則発言あ

り）だから、肥料化の実験とか、そういうことをやって起業にいくのか、あるいは実

際使えるということをいろいろ見ているわけです。ただバイオマスの今の発電はなか

なか容易ではないということでありますが、やはり木が４０年でサイクルする、ある

いは間伐材をどう使う。いろんなものについては、この熱源としてペレットとかどう

するかといったこともやっぱり必要であるというふうに思っております。 

   ただ、具体的にそれが起業化するかどうかについては、まだ至っていないという状

況であります。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 恐らく、これを聞いている議会議員、そして村民の皆さん、そ

してまたインターネットで聞いている皆さん方は、村長が何を言っているか私は理解

できないと思います。私は５年前にこういうバイオマス環境を進めていくと言ったと、

では、これをどのように担当課を決めて、誰に指示をして、どのような調査をして、

現在どうなっているかということを、きちんと進めているのであれば、それをきちん

とここで発表していかなければならない。 

   この間、東のきつねうち温泉、バイオマス利用しての温泉をやったといってやって

いますが。結局、それがいい悪いは別として、そういうことを実際に西郷村としてど

のような形で進めてきたのかということを私は聞いているわけですね。それが、今の

答弁ですから、それ以上やってもしようがない。 

   また、同じようなことで、同じような答弁になるかもしれないのですが、例えば、

所信表明の中にありますし、また、以前から村長が言われております、まきば保育園

前の研究用施設を誘致するという話ですね。今回も所信表明の中に医療分野などの先

端研究施設の誘致とうたっています。これ実際、どういうことで、どのような状況に

現在進んでおるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） あなたの、佐藤議員のチラシにも書いてありますね。この屋内運

動場とか書いてあります。そっちは研究所です。書いてありますね。あの部分はこの

１番家畜改良センターの敷地であります。このやはり福島県は新エネルギーと、それ

から医工連携の力を入れようというふうに決めております。その中において、この

１番バイオの話ありました。このナショナルライブストックブリーディングセンター

がありますので、そういった技術、あるいはこのいろんな医療分野の企業等がありま

す。これが福島県の中において、あるいは当地方において、そして西郷において、ど

のような収束を見ていくのか、最初からこれは頭にあるわけであります。 

   ただ、まだ名前を申し上げたり、ここでどうこうするというところには至っており

ません。うまくいけば、発表できればうれしいわけでありますが、しかし私は最初か
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らこの日本のトップの試験研究機関ＮＬＢＣ、そしてこの周辺の理科学系の企業があ

って、さらに今この会社、いろいろ見てもそういった分野が日本の先端企業になって

いるということもわかっております。そういったものとの連携がどう組んでいくのか

ということを念頭に置いて、いろいろやっているわけであります。 

   この物事をつくり上げる、あるいは本社機能移転という今朝の経産大臣の話からし

ても、やっぱりこのロケーションとすれば西郷村は非常にいい場所にあるという思い

を強めている状況にありますので、いろいろ努力してぜひ発表できるようなことがで

きればいいと思っている次第でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） とにかく、何を質問しても答弁がかみ合っていないというか、

はぐらかしているのか、進んでいないからそれをうまく逃げているとしか私には思え

ません。それで、よく村長が議会でいろいろなことを言いますね。バイオマスがどう

だのこうだの、国がどうだと。これはネイティブアメリカンのことわざにあるんです

よ。知識というのは、いわゆる過去の産物だと。知恵は未来をもたらすと。要するに

知識は大事だけれども、知識を利用して、そこからどのような未来をつくるかという

のが大事だということなんです。 

   村長は過去の産物は語るけれども、未来を語っていないんです。例えば、企業誘致

の問題。これも入っています、後ろ面の中に。企業誘致の促進と可能な場の確保、何

回、何年言っているかわからない。過去、村長４期、約１３年、今なりましたけれど

も、村長が独自で頑張って、引っ張ってきた企業というのは私はないと思います。 

   なぜないかと。受け入れる場所がなければ、どこも来ないですよ。みんなそれぞれ

企業を誘致するときには、受け入れ態勢をつけてちゃんと道路をつくり、用地を造成

し、水を引っ張り、排水もつけて、さあ来てくださいとやらないと、企業なんて来る

わけないですよ。その作業を全くやっていないで、ただかけ声だけこの１２年間、企

業誘致の促進と雇用の場の確保とやってきたんではないですか。そして、残念なこと

に矢吹議員も村長与党、失礼ですけれど、村長に協力的な議員でしょう。その方が企

業誘致やるのかやらないのかと言っているんでしょう、こんな漫画な話はないでしょ

う。私が言うならまだしも。 

   商工観光課長にお伺いしますけれども、企業誘致をするために今年、平成２７年度

予算の中に果たしてどのような政策的な予算を組んだのかお聞きしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 商工観光課長。 

○参事兼商工観光課長（渡辺文雄君） 佐藤議員の質問にお答えいたします。 

   企業誘致のための予算としましては、旅費について３５万２,０００円を取ってお

ります。また、企業誘致につきましては村の工場用地がないものですから、民間の今

空き工場用地となっている分についてを、県とか国とかとそちらのほうへ出しながら、

企業誘致を進めているところでありますけれども、なかなか難しいところはあります。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 
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○１５番（佐藤富男君） 今のお話が西郷村の企業誘致の実態です。これは私が言ったの

ではなくて、正直な、そうですね。３５万円の予算を持って、旅費を持って企業誘致

をするということですね、西郷村は。工場用地の設計委託料もないし、用地買収費も

ないし、何もない。３５万円の旅費だけです。これが西郷村の実態です。これは、私

からよく言わなくても、聞かれた議員さんも、村民の皆さんも、村のその企業誘致に

かける思いは理解できたと思います。 

   そして、いわゆる私が前から申し上げていますが、経常収支比率が９９.８％いっ

て、全くそれも総務省からご指導を受けなくてはならなくなってきてしまったとう状

況。そうしたら村長はこの問題を解決するのに、分母を大きくするという話をしまし

たね。もちろんそうです。分母を大きくするというのは何ですかということです。も

ちろん、その企業誘致だけではないけれども、企業誘致も大きな要素ですよ。村長、

その分母を大きくするために、どのような今お考えしていますか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 分母を大きくするために、何をするかということですね。もちろ

ん分母というのは経常一般財源を大きくすることです。経常一般財源の部分でやっぱ

り税収が一番大きいということですよね。 

   先ほど、企業誘致一つもない。ありますよ。パーツ精工さんも来ている。何か新聞

とか選挙のときも、何もしないとか何かで書いてありまして、あのときに私もちょっ

とおかしいと思ったもので、調べてみたの。やっぱり５００人以上の企業の雇用が生

まれている。どこで調べて書いたのかなという気がしましたので……（不規則発言あ

り）いや、今出たから言ったの。（不規則発言あり）一社もないと言ったから、今お

答えしたの。（不規則発言あり）だから記憶違い。結局、今の状況わかりますよね。

昨日、橋のときにもいろいろ出て、今余計なお金は使いたくない。（不規則発言あ

り）それは失礼しました。余計な支出を使わないというのが鉄則なんですよ。先ほど、

旅費だけで企業誘致、どこに道路つくって、用地買収して企業団地つくります。今、

はやらないです。そんなこと。今はやっぱり、あるところをどう使うかです。西郷村

はいっぱいあるんですよ。それをどう使ってもらうかということに力点を置いたほう

が早いわけです。それを無駄にしない、あるいは早くということになりますので。 

   今朝、テレビでやっていました。浜通りで野菜団地をつくりましたと、国費を入れ

て。しかし、いっぱいつくったけれども売れなかったと、それでやめるしかないと、

これは被災地域です。結局、今のこの経済状況とそれから需用、それとサプライの問

題から考えてなかなかこれをつかんで絶対売れてもうかるというのはなかなか大変で

す。企業も。そうしますと、企業自体もやっぱり注意深く、どれだけの需用があって、

どれだけの投資をするか、どれだけの人を抱えてそして利益を出していけるか、将来

展望はどうするかということを常に考えている。この話です。私がしているのは。 

   そうしますと、やっぱり今の企業の経営、ＣＥＯの方々というのは今のことを十分

に念頭に置いてやっていますので、そう簡単にはぱぱっとどうするということにはい

きません。 
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   しかし、この西郷村の今の強さというのは、まず一つ、マザー工場があったり、こ

の前、日本経済新聞に出ましたね。この１０年間で力をつけた自治体、全国で６番目

です、それから次の指標では偏差値で７番になっている。２回出ている。結局、人が

この企業をつくったり、あるいは産業を興していきます。産業を興す、人が来る、も

ちろん用地とかいろんなことは大事だと思いますが、最終的には一つですね。人材を

やっぱり育成してそれを支えるすばらしい人材、若いうちから活躍できる人材をつく

っていくということに一番力点を置くというふうに経営者は言っております。 

   したがって、現在ある部分と、それから拡張、あるいは拡大、あるいは連携、そう

いったものの中において、新たな産業が出てくると私はそう思っております。先ほど

言っている研究所、あるいは医療といったものも、そういった兆しはないとも限らな

い。福島県もやっているし、そういうことをうまくやっていくとするならば、それを

受け入れる、まず西郷村の村民としての考え、それからウエルカムの姿勢、そういう

こともあるわけです。そうしますと、やはり条件、地理的にもありえる状況もいいと

ころはありますので、それをＰＲしながら、どのように連携していくのか、あるいは

拡大していくのか、あるいは今度の企業立地補助金、いっぱい西郷村ももらいました

ね。そういった方々の結果によって、今、クレーンがあったり、今オリンパスができ

つつある。ああいう姿が出てくるわけです。そういったことからすると、やはりお金

がいっぱいあって、旅費をもっと大きくして、あるいはどこかに造成をしてというこ

ともいいわけですが、ないわけではないですが、しかし今のところはそれをどう組み

合わせて、どう構築していくかということの情報と組み合わせをしていくという段階

でありますので、一生懸命やっているわけです。 

○議長（鈴木宏始君） １５番休憩。（不規則発言あり）一言。 

   １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） １２年間やってきて、去年パーツ精工ですか。１社企業誘致し

たということを威張られましたけれども、１３年間でパーツ精工、これも本当に村長

が汗を流して、現場に、会社に赴いて、来てくれ来てくれと言って呼ばれたのかどう

か私はわかりませんけれども、１３年間で１社呼んだということで今お話しされまし

た。 

   そして、結局、分母を大きくするため何をするというと、村長のお話を聞くと、そ

のこういった新たな財源を求めるんではなくて、上の、要するに分子、これをどんど

ん削減して、人件費とか、それからこういった補助金を３万円、５万円削っていって、

上の分子を低くしていって、経常収支を上げるという考え方みたいに私はとりました。

これは全く企業もそうなんですけれども、会社が経営が厳しくなると、まず社員の首

切りをやるんですね。経費節減するんです。これは負の連鎖になるんです。そのとき

に会社の経営者の力量が問われるんです。 

   今回、村長がやられているのはそういったいわゆる首切り、経費節減。だから、私

は分母を増やすことが必要だと思います。それには、企業誘致ばかりではなくて、い

わゆる農業政策の農地の高度利用化とかさまざまな問題があります。そして固定資産
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税だって農家の場合、昨日も話ありましたけれども、平米幾らでしたか、３０円です

か、固定資産評価額が農地は幾らですか。昨日のお話でもありましたよね。田んぼで

９０円、平米単価ですよ。固定資産評価額。畑で３０円、平米で。山林で１３円だと

いうんですよ。これが宅地化になれば平米７,２００円ですよ。だからどんどん未利

用地の農地、これも早く転用できるようにして、山もどんどん開発していけば、道路

を一本つくれば固定資産税は上がってくるんですよ。平米当り３０円とか１３円では

なくて。こういったこともやっぱり知恵として、分母を減らすことではないですか。

休憩します。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これより午前１１時２０分まで休憩いたします。 

（午前１１時０２分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

   休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

（午前１１時２０分） 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君の一般質問を許します。１５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） それでは、一般質問の１番目の平成２７年度の当初予算と財政

計画についてということで、また続行して質疑をしたいと思います。 

   ここで、ちょっと総務課長にお伺いをしたいと思います。平成２６年の、昨年の

３月の村長選挙が終わった直後の３月定例議会で真船正晃議員が提案されまして、佐

藤正博村長の給与を１年前にさかのぼって増額する条例案を提出され可決されました。

そして、その後それに従って、村長には１年前にさかのぼって総額で６８６万円が追

加支給されたと思います。 

   総務課長、この増額分の給与の財源はどこから賄ってきたのでしょうか。お伺いを

いたします。また、この財源の議会の議決というのはなされたのでしょうか。そして、

また村長にいつこの増額分を支払われたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） 佐藤議員のご質問にお答えいたします。 

   村長給与の財源ということでございますが、財源は予備費を充てました。支払い期

日は（不規則発言あり）申しわけございません。ちょっと確認しないと（不規則発言

あり）４月から５月には支払われたかと思います。それから、申しわけございません、

あと（不規則発言あり）予備費に関しましては、予備費充当ということで議決はして

いないはずです。ただ、予備費自体は予算書の中で議決をいただいております。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） また、総務課長にお聞きします。 

   もし、今議会、平成２７年３月定例議会で議員提案によって議員の給与を１年前に

さかのぼって３０％を増額するという条例案が可決された場合、その条例可決にのっ

とって支給されますか。 
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○参事兼総務課長（山崎 昇君） 議決ということであれば、支給されることになります。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） そういったことが村民に理解されると思いますか。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   村民の気持ちというのは、いろいろあるでしょうけれども、私自身が今ここでいろ

いろな方の気持ちを答えるべき立場にはないかと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 時間がなくなったので、いいんですよ。もうわかりましたから。

時間がなくなったので、また次は福祉政策についてに入りたいと思います。 

   私も議会報告、何度か今年に入ってしているんですが、その中で、村民からお電話

がありました。その中にひとり暮らし、高齢者だけの世帯の高齢者にとっては、誰か

と話をしたり、たまにはみんなとカラオケでもしたいし、みんなが集まって楽しめる

施設がほしいという声が聞かれました。 

   このような要望について、今のところ具体的な施策はないと思うんですが、福祉担

当で結構です。これは民生委員の方も、結構こういったお年寄り、ひとり暮らしに対

しては、高齢者の身守りネットワークなどを通じてやっていらっしゃると思いますか

ら、福祉課長、こういう問題についてどのような形で対処したらよろしいでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 福祉課長。 

○福祉課長（中山隆男君） １５番佐藤議員のご質問にお答えします。 

   ただいまのご質問で、高齢者のひとり暮らし、たまにはお話ししたい、カラオケも

したいということなんですが、福祉課の担当部局で民生委員のほうを担当しておりま

す。民生委員はご承知のように厚労大臣の委嘱に基づいて任命されて、担当地区、西

郷村でいきますと、大体行政区単位で１人か２人かくらいで地区割を担当しまして、

各地域を回っていまして、要援護者ということで、高齢者はもちろん障害者、あとは

ひとり暮らしの母子家庭とか子育て（不規則発言あり）例えばご質問でやはり民生委

員さんをフル活用というふうな形が一番最善ではないかなと考えています。 

   民生委員さんが、ひとり暮らしの高齢者、あとは高齢者のみの世帯の要援護者とい

うことで現在巡回しているところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 結局、そういった高齢者がたくさんおられます。そして、また

中には毎月一回は来てほしいんだと、見てほしいし、相談したいという方がおります。

ぜひ、そういったものに対して、この身守りネットワークをより充実させて、頑張っ

ていただきたいなと思います。 

   それで、ついでなんですが、この民生委員の問題について、実は昨年の村長選挙が

終わった後に、複数の村民から私宛てにちょっとお話がありました。民生委員の方が

村長後援会の入会申込書を１００枚以上持ってきたという話なんですね。本来であれ

ば民生委員というのは選挙運動とか、そういう政治的な運動はできないというふうに
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なっていると思うのですが、担当課長、これはどうですか、そういった村長後援会の

入会申込書を集めてくるということはいいんでようか。ただ私は現物を見ていません

し、確認していませんから、事実ということは私は言えません。恐らくうそだと思い

ます。しかし万が一これが本当だとした場合には、これは違反になるんでしょうか。

民生委員として。 

○議長（鈴木宏始君） これ選挙管理委員会事務局の答弁ではないですか。 

○１５番（佐藤富男君） これは民生委員の担当で、民生委員法にも入っています。これ

は担当課長はわかるはずですね。それから、民生委員の推薦委員会の手引にもこれ入

っているからわかるはずです。 

○議長（鈴木宏始君） 福祉課長。 

○福祉課長（中山隆男君） お答えします。 

   民生委員は立場上、特別職の公務員というふうな位置づけでございます。公務員で

すと地位、職権を利用した選挙運動は禁止というふうな規定がございます。民生委員

法の１６条に、職務上の地位を政党または政治目的のために利用してはならないとい

うふうなことで、その職務上の地位をというふうなことを利用ということが定義され

ておりまして、その１６条の第２項でそれらに違反した民生委員は解職させられると

いうふうな文言が規定されております。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 西郷村ではそのようなことはないとは思います。ただ、民生委

員は児童委員も兼ねているんですね。そうしますと、この民生委員が村議会議員選挙、

村長選挙で活発に動くと、これは非常に、ある意味、いつもそうなっている方からす

ると選挙に協力しなきゃならないのかなという、ある意味の間違った偏った方向にな

ると思います。 

   例えば、村会議員がいわゆる民生委員になることはどうなんだということなんです

が、これは現職の県議会議員を民生委員、児童委員として選任することは、議員とし

ての活動と民生委員、児童委員としての活動を区分し得ない場合が生じやすいため適

当でないということで民生委員推薦委員会の手引にあるんですね。 

   ここで、お伺いしたいんですが、西郷村議会の議長の奥様は民生委員ですね。そう

すると鈴木議長がこれは民生委員になれないとしても、奥さまが表裏一体というか夫

婦でいるわけですから、もしも議長の選挙のときに告示後、告示前にもしもそういっ

たものを持って歩いたと、そうした場合にはこれは民生委員の活動として捉えるのか、

それは一個人の奥さまとして捉えるのかということの区分があると思うんですね。こ

れは恐らく将来的にまた必ず問題になると思うんです。今年は選挙がありますから。

そういう場合に、その民生委員としての位置づけ、議会議員と奥様は本当に表裏一体

ですから、これについてどのように民生委員の担当課長としては捉えられますか。 

○議長（鈴木宏始君） 福祉課長。 

○福祉課長（中山隆男君） お答えします。 
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   先ほども民生委員法で、その１６条関係なんですが、地位とか職権を利用して特定

の選挙者に誘導とか、あるいは強制ではないんですが、そういうふうなことについて

は、現に法律で制限されていますが、それらの地位を行使したか行使しないかという

ふうなシビアな問題になってくると思いますので、ただ単に表裏一体の議員、奥様と

いうふうなだけでは判断できないというふうに理解しております。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 法律的に云々という形で、私はここで断言もできないし、福祉

課長もこれがいい悪いは言えないと思うんです。ただ、客観的に見て、村民から見て、

それが果たしてどうなのかという疑問が持たれることがいけないですね。そうすると、

きちんとその辺はやはり担当課長としても、村としても、民生委員に対して特にそう

いった場合はそれなりの法令をやはりお話をして、くれぐれもお世話になっている方

はもちろんですけれども、地域住民からそういう誤解を招かないように、やはり周知

徹底するべきだと私は思います。そのように要望をしておきたいと思います。 

   福祉施策もまだまだいっぱいあるんですけれども、時間の関係で申しわけないです

が、次にいかせていただきます。課長、ありがとうございます。結構です。 

   時間の関係で、本当に申しわけないですね。それで最後の一般質問の３つ目になり

ます。 

   西郷村振興計画。西郷村土地利用計画と関連する法律に対する村長の姿勢というこ

とでなっておりますが、実は先ほど言った企業誘致の問題も含めてなんですが、いわ

ゆる西郷村の農業、これはもうはっきり言って一般の農業者、１町歩とか２町歩次元

の農家ですと、もう農家で食べていくとか、農家を運営していく後継者問題も含めて

やっていくということは私は本当に難しいと思います。そういうことで、今農地の集

約化ということで、大規模農家がどんどん大きくなってきて、本当に小規模農家は淘

汰されて、小売商店がなくなって、スーパーに統一されるように、変わってきている

と思います。 

   しかし、この大型の農家のほうに土地を貸したとしても本当に１反歩幾らというこ

とで、わずかな収入しか得られません。これは農家の方にとっても大変問題だと思い

ます。 

   しかし、例えば１町歩の農家だから、本当にこれは農家として成り立たないとか、

本当に農家には土地が少な過ぎるよというかもしれないけれども、また見方を変えて、

これ１町歩というと３,０００坪なんですよね。３,０００坪の宅地をもし持っていた

と、そうすると大きな資産家であり、大地主なんですね。農地でならば本当にどうし

ようもないけれども、宅地として考えれば大変な資産家です。そういう発想の転換に

よって、やはり私は西郷村の土地利用をどんどん変えていくべきだと思います。図っ

ていくべきだと思います。そして、土地化された近隣の農地については、積極的にこ

れは都市計画上の用途地域指定をして、そして農地を農家が自由に利用できる、農家

をやりたい人は農家でもいいですが、それをまたアパート経営したり、例えば売却し

て自分の子どもたちの生活資金とか家をつくる資金に充てたいというならば、これは
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自由にできるようにしてあげることも大事だと思うんです。そのための足かせになっ

ているのが、いわゆる農業振興地域の地域指定ですね。 

   この地域指定も今や西郷村においては、やはり存続すべきところとなくすべきだと

いうものがはっきりしていると思いますよね。そういうことで、建設課長にこれから

用途地域指定を見直してほしいんですが、現在まで、今まで、例えば過去１０年間さ

かのぼっていいですけれども、都市計画の用途地域の見直しというのは実際にやられ

たことがあるのかどうか、まずお伺いします。 

○議長（鈴木宏始君） 建設課長。 

○建設課長（鈴木宏司君） １５番佐藤富男議員のご質問にお答えします。 

   用途の見直しでございますが、平成１８年度に日本伸管の部分を住居系から工業系

に変更してございます。 

   以上でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） そうなんですね。これがもしできなかったら、日本伸管さんは

会社を拡大できなかったんです。日本伸管というのは世界的な会社なんですよね。だ

から、私はそれは正解だと思うんです。それを法律がこうだから、都市計画の見直し

をしないんではなくて、やったことが私は正解だと思いますよ。そのように積極的に

西郷村内の農地、またその未利用遊休土地ですか。農家の方々とお話し合いをして、

もっともっとこうしたいという農家があれば積極的にその都市計画法上の用途地域に

組み入れていくべきだと思うんですね。それを１０年間の間、たった１か所しかやっ

ていないというのはおかしいと思うし、できれば３年間に１回ずつでも、都市計画法

の用途地域見直しをしていかなければならないと思うんです。 

   今後、その農振地域の除外も含めて、用途地域の地域指定、これに取り組む意思が

あるかどうか村長のほうからお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 農振等、土地利用を見直すかどうかという話ですが、そう簡単に

はいきません。なぜかというと、やはり国土保全とか土地５法がありますね。森林法、

都市計画法、農振地域、おのおののやっぱり振興計画があるわけです。 

   用途地域とこの都市計画法ですが、都市計画法はやっぱり都市計画区域、あるいは

用途地域の設定は都市計画事業を推進する前提としてこの決定をしている。そのエリ

ア、あるいは施設について必要と認めるといった場合はこの国土交通省から予算が流

れると、こういう形になっている。現在、どういう都市計画上の動きがあるかという

と、コンパクトシティというふうになっています。これはご存じのとおり東京でも多

摩ニュータウンが今大問題ですね。かつては最高の人口、老若男女のバランスがよか

った、今や高齢化して、建物の老朽化をどうするかという話です。今後とも人口問題

がどう推移するかによって一つは都市計画の問題が出てくる。 

   それから、農地につきましては、農地は食料自給が一番の問題でありますので、こ

のために土地改良法があって、区画整理・圃場整備をして、そして効率化を上げてい
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くということと食料の自給率をどこに、どれだけの地力を持って確保していくかとい

うことが、今度は食料問題等の問題が出てきます。もちろん、それ以外は今度は森林

法がかぶってくる、いろんな問題があって、やっぱりどういったこの土地のバランス、

これは国土保全と産業振興と、あるいは国民の生活環境の進化といったものをどう考

えるかという接点で動いていきますので、おのおのの法律がどう調整していくという

ことにつきましては、やはり人口、あるいは産業の動向と合わせていく必要があると、

これが前提になってくるわけであります。 

   ご提言は巷間、いろいろそういった議論も出ておりますが、やはり事は慎重に、そ

して将来を見て計画的にやっていく必要があるというふうに思っているところでござ

います。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） そういった回答が来ると想定はいたしておりました。結局、今

国が地域創生という話がありますが、その地域創生するためには今の村長のような固

定観念、先例を打ち破らなければできないんですよ。（不規則発言あり）だから、簡

単にできない、しかし農業振興地域の法律、それから都市計画法の法律、これ村長が

定めるとなっているんですよ。村長ができるんです。村長が定めるんですから。村長

が村づくりはこうします。村の土地利用計画をこうしますということを、きちんと決

めれば、それに沿って県との交渉でできるんですよ。こんなことが。やる気になれば。

やる気があるかないかだけなんです。問題は。 

   今、食料問題云々言いましたけれども、食料問題云々と言っていて、西郷村内の農

家の方々がどのような状況にいるのか、農家を守れますか、その状況で。そういった

政策で。わずかな、例えば３００万円や５００万円借金して、農家が、土地はあるけ

れども払えない、そして農地を農地のまま、３条申請で例えば売り渡したと、１反歩

３０万円、２０万円の話ですよ。それがもしも高度利用が図られてくれば、農家の

方々が例えば１町歩の中のわずか１反歩だけ処分すれば借金は返せるかもしれないん

です。そういうものをつくってあげることも、やはり私は行政の力だと思います。 

   そして、鈴木平作元村長が、正直言って、当時信越半導体、三菱ガス、要するに坂

ノ影工業団地から、大平工業団地、椙山工業団地、上野原工業団地をつくって、

３０数社企業を誘致した。その方が農振地域の問題についてやったことがあるんです

よ。村長。あなたがまだ市役所にいるころですよ。あの当時、高久助役もいました。

東亜農公園の土地、台上の土地です。あれを開発したい、あれをもっともっと村のた

めに有効利用したいということだったんです。そのときに、高久助役と鈴木村長がや

ったことは、農振地域の除外から始まったんです。それが実際できたんですよ。たく

さん除外しました。私自身も正直言って、大分前ですけれども、そういえば課長が産

業課長のところですね、村の農業振興地域見直しのたまたま委員長だった。そのとき

に今の米小学校の手前、熊本工務店の近辺、本当はあの辺で農振地区除外しなかった

んです。だめだと。米小学校まで全部除外しろと。そして長坂地区の高速道路から向

こう、今市役所行っているフカヤさんのお父さんなんかも大分頑張っていましたけれ
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ども、それで私も言われて、そうやって地域の要望に応えて外してあげましたよ。あ

のときに。 

   私でさえできるんですよ。たった議員の委員長で。村長がきちんとしたビジョンを

持って村づくりを考えて、この地域はこうする、ここはこうするということでやれば、

国も県も動かせるんです。動かせなかったら、村長、玄葉光一郎と仲がいいのだから

やってもらったらいいではないですか。それが政治力ですよ。そうでしょう。できな

いことをやるのが、政治力ですよ。そして、真摯に我々議員の声、村民の声、職員の

声を聞くべきなんです。野党だから、与党だからではなくて、聞くべきなんですよ。 

   今まで、私もいろいろ一般質問やってきましたけれども、実際に残念なのは、今、

村長と議員、村長と職員、本当に村のために一致団結して車の両輪となって互いに意

見を出し合って、また出し合える環境にあるのか、それを村長が真摯に受け止めて政

策に上げてくれているのかと、これは私はないと思うんです。ないと思います。 

   だから、私は村長が１３年間やってきて、企業誘致が先ほどパーツ精工云々言いま

したけれども、ある議員に聞いたら村長なんか全然関係していませんよと言っていま

した。そうすればゼロですよね。企業誘致ゼロ。それもやはり村長一人ではできない

んです。 

   だから、議員も、職員も、村民もみんなにお願いをして、それぞれの持ち場があり

ますから、また知識もノウハウもありますから、そういった方々にお願いをして、や

っていかなければこの西郷村のこういった窮地はやっぱり突破できないと思うし、村

民の福祉につながらない。ましてやこれからどんどん高齢化の中で、福祉施設の問題、

介護の問題、子どもたちの子育ての問題、このためには大変なお金がかかるんです。

だから、分母を増やすために分子を削るのではなくて、分母を増やすことをしなくて

はだめだと思います。 

   そのためには、職員も、議員も、村長も一緒になって笑顔のある村づくりでやはり

やっていけるような、真摯な気持ちになっていただきたいと心からお願をいして私の

一般質問を終わります。答弁は結構です。 

○議長（鈴木宏始君） 議運長、ちょっとお願いします。 

   １５番佐藤富男君の一般質問は終わりました。 

   次に、通告第２、５番金田裕二君の一般質問を許します。５番金田裕二君。 
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       ◇５番 金田裕二君 

   １．空き家等対策の推進に関する特別措置法の施行に伴う当   

    村の空き家現況と対策計画及び条例整備について 

   ２．有害鳥獣の駆除対策とハンター等の養成について今、対   

    策の強化が重要である    

○５番（金田裕二君） ５番金田裕二です。通告順に従いまして一般質問をさせていただ

きます。 

   東日本大震災から明日で丸４年を迎えます。今も放射能からの風評や不安が払拭さ

れない現実、除染作業が一日も早く終了することを願うものであります。 

   さて、それでは質問の１番目、空き家等対策の推進に関する特別措置法が昨年

１１月２７日に成立し、先月２６日より一部施行されました。これにあわせ、国交、

総務両省は対策を進めるための基本方針としての、市町村が空き家かどうかの判断基

準として１年間を通して人の出入りや電気、ガス、水道の使用がないことと示されま

した。 

   さて、総務省の発表によると、平成２５年現在で住宅総数が６,０６３万戸と５年

前に比べて３０５万戸増え、空き家数は８２０万戸と５年前に比べ６３万戸増加し、

空き家率は１３.５％で過去最高であります。山梨県の１７.２％が最も高く、宮城県

の９.１％が最も低い数字です。福島県では１１％で低いほうではありますが、宮城

県とともに震災の影響が多いと推測されております。 

   それでは、質問に入りますが、空き家対策特措法施行に伴う当村の現況や対策など

について順を追って伺います。 

   特措法の背景には、適切な管理のされない空き家などは、防災、衛生、景観上も生

活環境に悪影響を及ぼしており、その対応策の整備が急務だと言われております。 

   最初に空き家など対策特措法の概況についてお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ５番金田議員の一般質問にお答えいたします。 

   昨今、雪で秋田の人の住んでいない家屋が道路上に、あるいは隣家に影響して、そ

して大雪によって潰れる。交通上、あるいはいろいろな問題を惹起しているという問

題があって、それからいろんなこの議員立法のお話があったりして、ということでこ

こに至ったことは承知しております。 

   おただしのとおり、適切に管理が行われていない空き家をどのように行政として対

応すべきなのか、あるいは地域住民がどのように対応していくのかということを念頭

に置いたこの法律ができたわけであります。防災、衛生、景観等の地域住民の生活環

境に深刻な影響を及ぼしていることに鑑みて、地域住民の生命、身体、財産の保護、

生活環境の保全、空き家等の活用のために、対応が必要なことから、おただしのよう

に特別措置法が平成２６年１１月に成立したところでございます。 

   第１条でその目的、第２条関係で空き家の定義が定められておりまして、施策の概

要といたしましては、第５条で国による基本方針の策定、第６条で市町村による計画
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の策定等、空き家等及び空き地等の跡地利用について、第１４条で特定空き家等に対

する措置、第１５条では国及び都道府県は財政上の措置及び税制上の措置を講ずるも

のと定めている内容でございます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君の再質問を許します。 

○５番（金田裕二君） 特措法が施行されてまだ１２日しかたっておりませんので、具体

的な対応はこれからだと思いますが、基本的な取り組み、姿勢についてただしたいと

思います。 

   １番目に、当村における空き家の種類別戸数と特定空き家などの現況、西郷村の空

き家率についてお伺いします。なお、２番目も関連しておりますので、空き家などの

調査の方法及び立入調査についてもお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 空き家等の種類別戸数と特定空き家等の現況についてのおただし

でございます。各法令が異なるため、詳細な数につきましては、把握できておりませ

ん。西郷村の空き家率につきましては、総務省統計局の平成２５年住宅土地統計調査

速報集計によりますと、おただしのとおり、全国の空き家は８２０万戸で、空き家率

が１３.５％で増えているというわけでございます。現在は詳細な数は把握しており

ませんが、統計局の５年に一度の調査で平成２５年度の調査結果につきましては、今

年の７月に公表される予定となっております。それ以前の平成２０年度に実施されま

した調査によりますと、村の空き家率につきましては１１.５％でございます。 

   それから、立入調査についてどうなのかということでございますが、埼玉県の所沢

市で制定しております、所沢市空き家等の適正管理に関する条例の施行を機に、全国

の自治体で次々に制定されてきております。特別措置法の第９条でも立入調査を行う

ことができると規定されておりますので、先進地の条例等を参考に検討してまいり、

今後対応してまいりたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） ただいまの答弁では数のほうはまだ把握はできていないようでご

ざいますので、戸数の把握が先決かなと思っておりますので、今現在、除染なども進

めているわけですので、除染のデータや税務台帳なども活用して早急に調査をすべき

かなというふうに思っております。 

   次に、順不同になりますが、防災上の関連がありますので３番の前に４番特定空き

家等への指導、勧告、命令についてと、５番の行政代執行による空き家等の解体等の

執行についてをお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 指導監督についてのおただしでございます。特定空き家に対して

ございますが、特定空き家とは特別措置法第２条で、このまま放置すれば、倒壊等著

しく保安上危険となるおそれがある、適切な管理が行われていないことにより、著し

く景観を損なっている状態、その他周辺の生活環境の保全を図るため設置することが

不適切である状態にあると認められる空き家等をいうものでございます。調査方法、
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指導監督等につきまして、先ほど申しましたいろいろな状況を勘案しながら、この対

応の仕方については検討してまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

   それから、さらに行政代執行についてのおただしでございます。行政代執行による

解体ということになりますと、基本的には財産権から建物の所有者が行わなければな

らないことになっておりますが、老朽化で倒壊などの危険な空き家を解体、撤去する

必要がある場合、特別措置法の第１４条の９に行政代執行の定めがございます。これ

に従って、みずから義務者のなすべき行為をし、または第三者としてこれをさせるこ

とができるとありますが、行政代執行については抑止力という効果もありますが、撤

去費用のリスクも伴うため慎重に対応する必要があると考えておりますので、ご理解

を賜りたいと思います。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これより午後１時まで休憩いたします。 

（午後０時００分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

○議長（鈴木宏始君） 休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

   ５番金田裕二君の質問を許します。５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 昼前に続きまして、空き家等対策の推進に関する特別措置法の件

について、引き続きお伺いいたします。 

   私の集落にも、１０戸近くの空き家がいろいろな理由でもって存在いたしますが、

大風が吹くたびにいろんな心配があります。 

   さて、先ほど３番目の件を飛ばしましたので戻りまして、空き家に対する固定資産

税の取り扱いについてお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 今回制定されました法律による固定資産税等に関する考え方でご

ざいますが、空き家の徐却や適正管理を促進するため、法律の規定に基づき、村長が

当該空き家の所有者等に対し、周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置をとる

ことを勧告した場合は、当該空き家等に係る敷地について、固定資産税等の住宅用地

特例の対象から除外することができるとしております。 

   住宅用地に対する課税の特例、いわゆる６分の１、３分の１のことを言っているわ

けでありますが、住宅に居住しなくなったり、管理が適正に行われなかったりしてい

る場合でも、住宅が存在している間は住宅用地の特例を適用していますが、この住宅

用地の特例の対象から外すということができると、要するに税金が高くなるというこ

とでございます。 

   この規定を適用した場合でございますが、住宅用地の適用を除外して住宅課税とし

ても、空き家の除却後の課税金額が変わらないために、除却に対する費用が負担増と

なるため、除却が進まないといったことも考えられますし、また、空き家となってい
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る住宅は、非課税の場合もあったりいたします。いろいろ、この税だけでは、なかな

か大変な部分があるだろうというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） ただいまのお話ですと、特定空き家などが、解体しなければ敷地

の固定資産税が減免特例除外で６倍に戻ってしまうと、解体しても同じだということ

でありますと、なかなか対応が難しいような感じがいたします。 

   次に、６番目の空き家等の原因と対策計画の策定についてお伺いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 原因と対策の計画策定でございますが、申されましたように、さ

まざまな原因があると思います。限界集落ありましたですね、息子が帰ってこない、

このままでは、ということで医療も大変だと、町に言った場合に誰が管理してくれる

のか、なかなか後釜が見つからない、そういったこともあったりということも、少子

高齢化の波、具体的にそういったところのこともございます。 

   対策でありますが、先ほどの法律の趣旨、あるいは西郷村にとってもっと活用がで

きないかとか、転用とか、あるいは賃貸借とか、あるいは移転、売買。いろんなこと

の利用もあると思います。要は、適正な管理がなされないと、原因となった防災上の

問題とか、そういったことを来さないというふうに今することが目的でありますので、

そうしますと、そういった観点からのことをいろいろ考えながら、計画を策定しなけ

ればならないというふうに思っているところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 空き家の利用などについてもこれから期待されるわけなんですが、

７番目の有効活用について、どんなふうな政策をお持ちかお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 空き家の有効利用につきましては、人口減少で悩む地方の自治体

を中心に、早くから進められております。テレビ等で紹介されております。 

   まずは、自治体が空き家の登録を募り、ウエブ上で物件情報を公開あるいはその仲

介の労をとる、いわゆる空き家バンクであります。 

   四国でしたっけ、空き家を地域全部で使い方を決める、コーディネーターがいる、

そしてこの世界的なコンピューター会社といいますか、そういったネットワークをつ

くる、あるいはそれに働く人が若い者だけで維持するといったこともあったりいたし

ます。 

   今後そういった場合には、やはり国土交通省、あるいはその他関係する農林水産省

とかですね、ストックの調査、あるいはコーディネート、あるいは空き家バンクの構

築、あるいはあっせん、そういったことがございますので、やはり朽ち果てて土に戻

るのか、あるいはそれ以前に手を加えてそして利活用するかと、二分化してくると思

いますので、いち早くそういったことに対して利活用できれば、あるいは人を呼び込

む、そういった手段にもなればということが、非常に有効ではないかというふうに思

っているところでございます。 
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○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 各種団体等が、空き家バンクを構想でいろいろあるとふうな話が

ありましたけれども、私も、白河市のふるさと回帰支援センターというのがあるんで

すが、その中に、田舎暮らしコンシェルジュというふうな役職がありまして、その担

当も一部させていただいております。 

   都会の方が二地域居住で、西郷村に週末だけでも来て暮らしたい、そういった方々

に移住になるような形でもって西郷村に住めるように、そして、その空き家なんかが

活用できればいいのかなというふうに思っておりますし、そちらの白河市のふるさと

回帰支援センター、そちらのほうでも空き家の情報を集めてあっせんなどもしており

ます。新規就農をしたいという、そういった方にも利用できるのかなというふうに思

っております。 

   次に、８番目の空き家対策実施についてですが、入居者等がリフォームなどに対す

る補助金等の助成制度について、あればお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 計画はこれから策定して、その必要に応じて、議員おっしゃるよ

うな村単独の助成が必要ではないかといった場合も出てくるんではないかというふう

に思っております。 

   １つは、解体の方向にいくか、あるいは利用していくかといった方向の二方向であ

りますので、双方を見ながら、この空き家対策等については、いろいろ今ご指摘のラ

クラス白河回帰支援センターがありますので、いろんな利活用の部分も考えながら計

画策定と、今の補助体系等につきましても検討してまいります。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） なかなか難しい問題が続いております。 

   全国で、既に４０１の自治体が空き家条例を制定していると聞いております。当村

でも、空き家の管理条例とかの制定や村民の相談窓口の設置についてどのようなお考

えかお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 法律の冒頭にあるような状況を現出するとするならば、やはり保

安上の問題とか、いろいろ出てくる可能性があります。１１％という部分があって、

身近に感じられている方もいると思いますので、一番は所有権という問題があって、

みずからの所有物をどう管理していくかということを原点とした派生の問題になりま

すので、その辺の状況を頭に置きながら、ほかの先進の事例は、その仲介の労あるい

は一番うまくいっている、テレビでこの前いろいろやっていましたが、移住してくる

人がコーディネーターになる、要するに、仲介の労はほかから来た人で、みずから体

験を語る、それが一番いいといった報道もあったわけでございます。 

   もちろん、そればかりではうまくいきませんので、いろんな関係省庁多岐にわたり

ますので、それをコーディネートする、あるいは情報あるいは地の利、地域性の問題

もよく情報を得まして、うまく運用できるようにやっていきたいというふうに思って
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おります。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） これからの課題が山積するようでございますけれども、当村でも

川谷地区や羽太地区では人口減少や少子化が著しくなっておりまして、空き家を活用

した新規の就農だの移住だの促進するにも、方法として、一つの案として、例えば隣

の下郷町さんでは、クラインガルテンという貸し別荘のような施設が、もう数年前か

らつくられておりまして、現在３０棟ぐらいだったでしょうか、年間４０万円お支払

いすると最大５年間住めるというようなことがありまして、田舎暮らしが慣れたとこ

ろで、うん、気に入ったからここに住もうという方にも、そんな空き家が活用できた

り、新たに新規就農したいという方にも、そういった活用ができればなというふうに

も思ったりもしております。将来のこういった定住促進に向けての、村長、最後に何

かお考えがあればお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） この空き家の有効活用ですね。せっかく先祖あるいは自分が、親

が建てて、そしていろんな状況からして住めなくなる状況が出てくるといった場合は、

まず親戚とか、あるいは友人とかに声がかかりますが、そうでもない場合は、誰かが

コーディネートしなければならないというふうに思っております。 

   今後、やっぱり東京一極集中が容易ではない、逆に言うと、高齢者はだんだん人生

土に近くなるといいますか、やはり生物学的に花をめでるとか、あるいは野菜をつく

るとか、花鳥風月をともとするといったことを考えた場合は、言われたように二地域

居住とか、あるいは古民家の再生とか、浜美枝さんが家をつくりましたですね、古民

家２軒分集めて立派な住宅であります。ああいったライフスタイルが、より年を重ね

た人においてはまことに望ましいといったことがあります。 

   ただ、若い人がといった場合は、やっぱり子どもの教育とか医療とか、具体的な仕

事の問題もあるし、なかなか事情が出てくると思います。そうしますと、今のそうい

った状況がうまく連結といいますか、できれば言われたように、可能性が出てくるん

じゃないかというふうに思います。 

   いち早く、情報とそれから再生の仕方ですね、あるいは地域的なバックアップ、そ

れで地域の活力が取り戻せたりということもありますし、あるいは農家として、かつ

て友人にいました。埼玉から来て有機農業をやりたい、地元の方の住宅をお借りして

やっていたりしましたが、しかしなかなか帰農には結びつかないという事情があって、

意欲満々でありましたが、非常にもったいない人材であったという人もかつていたわ

けであります。 

   うまく応援できたり、あるいは今の土地利用も、住宅のみならず土地利用について

もそういった農地の流動化といいますか、賃貸がうまくいったりして、そして新たな

技術を持った農業者の定着といったものについてもやはり望みはあるというふうに思

っておりますので、住宅のみならず古民家ですね、土地付きあるいは本当に昔ながら

の在来工法等の住まいとか、いいところいっぱいありますので、そういった部分との
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関係をより深く調節できるような機能も持っていきたいというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 空き家等に対する対策の施策が、早く実現することをお願いいた

しまして、次に、質問の２番目に移ります。 

   以前にも質問させていただきました、有害鳥獣類の駆除対策について１０点ほどお

伺いいたします。 

   １番目に、以前にもう聞きましたけれども、有害鳥獣の昨年度の捕獲実績について

まずお伺いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 有害鳥獣の捕獲実績についておただしでございます。 

   平成２６年度における、現在までの実績でございますが、有害捕獲、狩猟捕獲とも

に増加しておりまして、熊４頭、カラス２５羽、カワウ１１羽、カルガモ５羽、ハク

ビシン２頭、イノシシ１７９頭となっているところでございます。 

   平成２５年度の有害鳥獣捕獲、狩猟捕獲の実績が熊２頭、カラス３４羽、カワウ

９羽、カルガモ２０羽、ハクビシン２頭、イノシシ５１頭でございます。 

   イノシシが増えているというところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 平成２５年度に比べて、イノシシが数倍に、３倍か４倍にかなり

増えているということでございますけれども、２番目に個体数の推移についてちょっ

とお伺いしたいんですが、西郷村で実際どのくらい生息しているのかというのを、多

分数えていないと思うんで、よくわからないと思うんですけれども、そういった推移

について、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご指摘のとおり、何頭いるかはわかりません。ただ、お話のとお

り、イノシシの成熟が早くて、多産でありますので、これが増加の原因であって、か

つ狩猟とかそういった部分が今なかなか容易ではない、かつ放射能関係でイノシシの

肉は食べることはできませんね。そういったことがあったりして、生息数が増加して

いるのではないかというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） なかなかイノシシは増えているけれども、実際に、イノシシ以外

のものにもいろいろ増えている傾向がありまして、特に猿や鹿が最近多く見かけられ

るようになっております。そういったものの動向、一部には猿、鹿、多分日光連山、

向こうのほうから来ているんじゃないかという推測がありますけれども、かなり増え

てきておるのも実態ですので、その辺についてちょっとお伺いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 鹿と猿の動向でございますが、目撃情報が非常に多くなっており

ます。山林のみならず、道路にも出てくるといった情報もございますので、全体的に

増加傾向にあるんではないかというふうに思っております。 
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   また、捕獲頭数の急増しているイノシシにつきましては、福島県イノシシ保護管理

計画では、平成２０年度の県内生息数は、少なくとも２万７ ,０００頭から２万

８,０００頭であったというふうに言われております。当時の生息数に自然増加率、

捕獲実績による減少分を差し引いて推定いたしましたところ、現在の県内は４万

７,０００頭から４万９,０００頭いるんではないかというふうに推定されているとこ

ろでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） かなり増えてきているでしょうということでございますが、鳥獣

被害が年々増えてきておりますので、今後の予測についてお伺いしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 被害の予測でありますが、イノシシは非常に強い力を持っており

ます。できたもの、産物を食べるのみならず、土手を崩したりということもあって、

農業施設までも影響がありますので、頭数が増えた場合は、やはり何らかの措置を講

じなければ、対策としては不十分ではないかというふうに思っているところでござい

ます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） このような有害鳥獣類が激増してきますと、本来の生態系にも影

響があるんじゃないかなというふうに思っております。貴重な動植物がそのために減

少したというような報告は私はあまり聞いていないんですけれども、そういったもの

がもしあったとしたら、そういったものも含めて生態系の影響についてお伺いしたい

と思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 尾瀬の国立公園で、鹿の食害が出ましたですね。あれは、具体的

に日光キスゲとかそういうものが減少している、あるいは新芽を食い荒らしてそして

従来あったもの、植生が全部なくなる、結局多頭化しますと食料に寄って移動するわ

けでありますので、そういったものが、今度は人様のつくった農作物が、具体的にタ

ーゲットになりますので、従来の山のもののみならず民家、あるいは熊が水辺に入っ

たとか、あるいは蜂を追い回すとか、いろんなもう具体的なものが出てまいります。

やはり何らかの駆除をする必要があるというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） いろんな生態系の影響も出てくるのかなというふうに思っており

ます。 

   次に、どんどん増える一方の鳥獣に対して、駆除隊がなかなか減っているというこ

とも聞いております。 

   現在の駆除隊に対する大幅な助成の実施はできないものかというふうに思っており

ますので、その辺もお答えお願いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 現在、有害鳥獣捕獲隊員による捕獲に対する奨励金は、有害捕獲、
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狩猟捕獲の別を問わず、平成２５年度よりイノシシ１頭当たり２万円を支給している

ところでございます。 

   これまでの１万円よりは増やしたわけでございますが、原発事故の影響により、高

い放射線量が検出され、出荷制限が続いていることから、奨励金を増額し、捕獲の拡

充といったものでやってまいりましたが、現在、捕獲隊が行う有害鳥獣捕獲に対しま

しては、使用する実弾の購入費を全額助成及び損害賠償責任保険料の負担並びに平成

２６年度には、鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し、購入するくくりわなを免許所

持者に支給することを予定しているところでございます。 

   平成２７年度におきましては、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業を要望しており、

イノシシ捕獲に伴う助成の拡充を図ってまいりたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） さまざまな助成措置があるということを今お伺いしましたけれど

も、駆除隊の鉄砲を所持している方は、いろんな負担があってやめられていく方も多

いようでありますけれども、駆除隊の鉄砲所持に対しての負担軽減というのに何かあ

りましたら、その辺もお示しいただきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 銃砲所持に対する負担軽減策についてでございますが、現在、こ

の鳥獣被害防止特別措置法に基づいて設置され、鳥獣被害対策実施隊への移行を目指

しているところでございます。 

   鳥獣被害対策実施隊となった場合の優遇措置として、実施隊員のうち主として捕獲

に従事することが見込まれる者は、通常、猟銃料、装薬銃で１万６,５００円、わな

料、網料で８,２００円、銃猟、空気銃を使用する場合は５,５００円の納税が生じる

狩猟税が通常の２分の１に軽減されるところでございます。 

   また、平成２７年度税制改正大綱においては、平成３０年度までに非課税とされる

など負担軽減策が示されているところでございます。 

   さらには一定の要件を満たす実施隊員には、銃刀法の猟銃許可の更新申請等に際し

て、技能講習が免除されるなどの優遇措置が図られることになります。 

   村といたしましては、関係者及び関係機関との協議を進め、早急に実施隊の移行を

進めてまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） ハンターの猟銃に対してのいろんな助成があるというふうに伺い

ましたけれども、そのハンターが近年、お伺いしたところ平均もう６５歳以上なんで

しょうか、７０歳ぐらいの間じゃないかというふうなお話も聞きました。かなり高齢

化しておりますので、こういった減少するハンターの養成対策などについてお伺いし

ます。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） おただしのとおり、ハンターの高齢化対策でございますが、ご指

摘のとおりそうした傾向が強くなっているところでございます。 
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   県においては、若手狩猟者を確保するための対策として、猟で使用する資材購入費

の一部を助成する支援拡充策を実施することが、県議会において生活環境課長より答

弁されております。３０歳未満の狩猟免許の新規取得者に対して、わなや服、靴など

の消耗品の購入費の一部を助成、また銃猟免許の新規取得者についても教習射撃に必

要な経費の助成額を増額することなどの方針が示されたところでございますので、村

としても同一歩調で支援策を広報紙に掲載するなど、担い手の確保について、人材の

確保に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 若い農業後継者等についても、そのようなハンターになってみま

せんかというような誘導なんかも、あわせてお願いできればなというふうに思ってお

ります。 

   次に、９番目に、農家等へのイノシシ等の被害対策の補助についてお伺いいたしま

す。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） イノシシ等の被害対策の保全についてでございますが、村単事業

として有害鳥獣被害対策補助金の交付を平成２３年度より行っているところでござい

ます。 

   本事業は、主に電気牧柵の購入費の一部を助成するもので、施設整備に要する経費

の合計額が３万円以上である場合に、３分の１の額を助成するものでございます。補

助実績といたしまして、平成２３年度は、延べ９名に対して６３万２,０００円、平

成２４年度は、延べ１１名に対して４９万７,０００円、平成２５年度は、延べ９名

に対して４４万円、平成２６年度は、延べ１８名に対し９８万７,０００円の助成を

行っているところでございます。平成２７年度においては、１００万円の予算を計上

しているところでございます。 

   また、地域で組織する団体等の取り組む多面的機能支払交付金制度を活用した、電

気牧柵、侵入防止柵の設置も、被害対策の有効な手段となるところから、関係団体、

関係者への設置に向けた提言や協議を進めてまいりたいと考えているところでござい

ます。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） 農家への対策、電気牧柵とかそういったものの、また新たに今年

度１００万円の予算を計上されたということでございます。 

   ただいまお話で聞いた何ていうかな、多面的機能支払いというのは、従来の農地・

水・環境で取り組んでいたものについての新たな措置だと思っておりますけれども、

確かに何といいますか、牧柵とかそういったもの、電気の柵ばかりではなくて、要す

るにイノシシだのが出てくるというのは、隠れる場所があるからそこが盲点ですね、

巣をつくっていて。 

   ですから、柵ばかりじゃなくて、できれば田畑の周辺、よく出入りするところです

ね、きれいに刈り払いをすると出てこないという例もございますので、そういったも
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のにも多面的機能のほうで費用が支払われてもオーケーというふうにも聞いておりま

すので、その辺の線でもお願いしたいなというふうにも思っております。いろいろ組

み合わせて、対策に当たってほしいなというふうにも思っております。 

   最後になりましたけれども、今後の鳥獣の食肉加工、現在は、放射能があってなか

なか難しいかもしれませんけれども、間もなく１００ベクレル切れる時期がくると思

っておりますので、その場合に対しての、今からレールを研究されて、イノシシ鍋で

も鹿鍋でも、何かそういったいろんな活用の仕方を今から研究されたりするのも一つ

の方法かなと思っておりますが、そのほかにいろいろそういった活用なんかについて

お伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） イノシシの被害は本当に全国的で、関西も非常に厳しい状況にあ

ると。全国国有林野所在市町村の会議があって、東京でいろいろ話をしますが、全国

的な規模になっておりまして、どのように今の電気牧柵あるいは狩猟の体制をとって

いくのかといったことが、イノシシですが、実は猿も非常に関西は多くて、人と間違

って撃ってしまうようなことも出ざるを得ないというほどの数だというふうに言われ

ております。イノシシはそうしますと、人間は家畜として豚を養って食用に使ってき

ましたですね。外国はジビエの習慣があって、非常にいいんである、といった栄養分

の豊富なものを、ある時期に国を挙げて食するという習慣があります。日本もという

ふうになりますが、しかしそこまではいかんだろうと。日本は植生とか、今は自然の

生態系、摂理といったものがあって、そのバランス上がありますので、今のところは

少し放射能の関係とかなんかでちょっと手薄になっている部分もつかれているという

気もいたします。 

   しかしながら、この繁殖力、あるいは原虫とか病原菌がいないとするならば、非常

に有効な食料でもあります。両面どこで妥協する点、数字ですね、数が接点できてく

るかわかりませんが、被害を最小限にとどめて、あるいは捕獲した場合はそういった

利用もしていく、当然のご指摘だろうと思っております。 

   今後とも、放射能関係、あるいは今の通常の豚とは違うといった食肉の扱い方等に

つきましては、関係機関とよく研究をして、より有効な手だてが講じられますように

努力してまいります。 

○議長（鈴木宏始君） ５番金田裕二君。 

○５番（金田裕二君） ただいま今後のいろんな方向性をお伺いしましたけれども、食肉

とか毛皮の活用とか、いろんなそういったものが６次産業化につながっていけばいい

なというふうに思っております。 

   今のところイノシシにしても、先ほどの最初の質問にもありました空き家なんかに

も、今空き家になっているところは、特にハクビシンが屋根裏にすみついているとい

うのが、かなりあると伺っています。そういったハクビシンなんか食べてもあまりう

まくないという話を聞いておりますけれども、そういったいろんな活用面。 

   それから、今のところ、山際に出没しているんですけれども、間もなくこれだけ増
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えてきますと、もう平気で集落内ばかりじゃなくて、こういった家屋のいっぱいある

密集地にも、イノシシでも猿でも出没するのは間もなく来ると思います。猿なんかは

まだ数える程度しか見かけていませんけれども、飯坂あたりなんかは猿がかなり出て

農作物が被害をこうむっているし、家の中には入ってくるは、家の中で羽釜をあけて

御飯を食べているなんていう話も聞いておりますし、どうしようもない状態になって

くるんじゃないかなというふうに思っておりますので、早急な対策をこれからもお願

いいたまして、私の質問を終了いたします。 

○議長（鈴木宏始君） 金田裕二君の一般質問は終わりました。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） ここで若干休憩します。 

（午後１時３８分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午後１時４０分） 

○議長（鈴木宏始君） 次に、通告第３、１２番上田秀人君の一般質問を許します。

１２番上田秀人君。 
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       ◇１２番 上田秀人君 

   １．高齢者福祉関連について 

   ２．防災行政について 

   ３．除染業務委託契約について 

○１２番（上田秀人君） １２番、通告に従いまして、一般質問を行います。 

   まず、質問の１点目といたしまして、高齢者福祉関連について伺いたいと思います。 

   少子高齢化社会が到来したと言われる中で、今年４月より、第６期の介護保険事業

が始まるのかな、あわせて高齢者福祉計画、西郷村においては第７期の事業計画の時

期に入ってくるということで理解をしております。 

   高齢者福祉計画において、私の記憶が間違っていなければ、平成２４年度に６５歳

以上の方を対象に、高齢者ニーズ調査を行ったというふうに理解をしておりますけれ

ども、まずそのニーズ調査の結果をお示ししていただきたいなというふうに考えます。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） １２番上田議員の一般質問にお答えいたします。 

   高齢者生活支援に関することで、ニーズ調査の結果についてでございますが、我が

国の６５歳以上の高齢者数は、団塊の世代が高齢者の仲間入りをする２０２５年には

３,６５７万人となり、高齢化率は全体の３０.３％に達し、超高齢化、高齢社会を迎

えるところでございます。 

   村は、平成２６年度で第６期、高齢者保健福祉計画、第５期介護保険事業計画が満

了するため、次期計画を策定するに当たり、高齢者の日常生活の状態や健康に関して

の現状を把握するために、日常生活圏域ニーズ調査を実施いたしました。 

   結果の概要でございますが、家族構成は、６５歳から７４歳までの前期高齢者の世

帯では、ひとり暮らし、高齢者のみの世帯、夫婦二人暮らしの世帯が、全体のほぼ半

数を占めていました。 

   収入についてでありますが、年間の収入につきましては、１００万円未満が最も多

く、４人に１人程度でございました。 

   住まいにつきましては、浴室の浴槽等が不便であるとの回答が一番多くて２１％、

次に、階段の上がりおりが大変であるが約２０％でありました。 

   次に、外出時の移動手段、６５歳から７４歳までが自分で運転する人が全体の３割、

また、７５歳以上の年齢が上がるにつれて、人に乗せてもらうが増加いたします。 

   なお、村の公共交通機関である路線バスを利用する人が、全体の約２％でございま

した。 

   この調査結果から、高齢者の現状と課題が見えてまいります。特にひとり暮らし、

高齢者のみの世帯が増加傾向にあるため、安否確認や見守りの充実、通院や買い物な

どの外出支援、家事援助、住宅改修など高齢者の生活支援の必要性が認められました。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君の再質問を許します。 

○１２番（上田秀人君） ただいまニーズ結果について、いろいろとお示しをしていただ
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いたわけでありますけれども、今、村長の答弁の中で、高齢者がいわゆる生活援助、

支援について、ニーズが、必要性が高まってきているというご答弁でございました。

そこで、村としては、この調査の結果をもとに、どういう計画を進めていくのか、そ

のことについてお示しをしていただきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 先ほど申し上げました要望等があります。 

   必要が強いということで、まずどういう事業をやっているのかでありますが、ここ

でご紹介をいたします。 

   高齢者生きがい活動の支援通所事業、６５歳以上の介護保険対象外のひとり暮らし

の高齢者が、デイサービス等を受ける事業、これは、延べ利用回数が１１５回、平成

２６年度実績ですね。それから、床屋さんに行く事業、利用実績２３名だったと。そ

れから、寝たきりの紙おむつ支給事業が１６７名、それから軽度生活援助、家事等の

援助を週１回で１時間の派遣であります。１回５００円かかりますが、延べ人数

１０２回と。それから高齢者等の見守り安全ネットワーク事業で、６５歳以上のひと

り暮らし、高齢者のみの世帯の場合で緊急通報が必要な場合ですね、ペンダント等対

応して救急要請をする、あるいは火災報知機も設置するといったことがあります。こ

れにつきましては、２２８世帯にやっている。それから布団等寝具の乾燥、消毒サー

ビスが、延べ３０１枚と、それから高齢者の温泉利用解放事業があります。送迎バス

を利用して男女２００人程度と。それから老人日常生活用具給付事業であります。調

理器具、消火器、こういったものを貸与するものでございます。それから、老人温泉

利用助成事業、６０歳以上の方ですね。それから高齢者にやさしい住まいづくり助成

事業、段差解消、先ほど階段昇りおりとかいろいろありましたよね。１８万円を限度

として段差解消等を行う工事費は、限度額１８万円で、延べ件数６１件でございまし

た。はり、灸、マッサージ等の施術料の助成金、１回１,０００円について１２回ま

で、延べ申請者数６６６件、それから要介護等激励金もあるわけであります。それか

ら、高齢者の外出支援事業も行っております。登録を８３人がこの外出の支援を行っ

ているというところでございます。 

   いろんな事業を行いますが、やはり外出支援や生活援助、住宅改修等もあるわけで

ございます。また、高齢者が疾病を抱えても、住み慣れた地域で生活できるような在

宅医療等介護、介護予防生活支援、住まい災害支援などを一体的に提供する地域包括

ケアシステムの構築をしていくということであります。 

   トータルサポートセンター、包括ケア総合窓口としてこれが必要であるということ

で、設置をいたしまして、高齢者世帯等を訪問して、実態の把握、相談業務など一人

一人の方々に応じて、提供のあり方、あるいはサービスを進める、そういった支援を

行ってまいりたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま具体的にいろんなことが、村で取り組みをしている内

容が示されたわけであります。 
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   まず、いろいろ申し上げたいところがございます。ただいまの、高齢者の方が住み

慣れた地域で暮らしていくことが私はまず一番かなと思うんです。先ほど同僚議員の

質問の中で、答弁の中でコンパクトシティーというお話がございましたけれども、私

はその考えに賛同する部分もございます。しかしながら、やはり高齢者の方は、慣れ

親しんだその地区で安心して暮らせるために、村もさまざまな施策を講じるべきでは

ないかという考えもあります。そのことに今回特化して質問を行いたいなというふう

に思っております。 

   そういった中で、答弁の中にもあった高齢者にやさしい住まいづくり事業、これな

んかに関しては、私がこの場で取り上げをして、村でも条例をつくって実際に始まっ

た。その後も取り上げをしてきたのは、いわゆる所得制限がありますよとか、そうい

ったことも取り上げをしてきたりしております。今回また、さらに改善されて、介護

保険との併用という形で改善されてきた部分もある、そういった面で、高齢者に対す

る施策というような、村も若干ながら前に進んでいる、失礼な言い方になるかもしれ

ませんけれども、じゃ、どこまで進めば大きく進んだと言われるのかというと、難し

いところがありますけれども、そういった面で前に進んでいる部分がある。そういっ

た中でまず伺いたいのが、先ほど答弁の中であった外出支援事業についてです。この

外出支援事業についてもまだまだ新しい事業であるなというふうに理解をしておりま

す。 

   これはいわゆる先ほど１回目の答弁の中でありましたように、路線バスの利用が

２％になっている、年齢を重ねてきた人はなかなか自分で運転することが難しいとい

うことで、いわゆる誰かの車に乗せてもらうと、それに対してもすごく気を使うと、

これは家族であってもやはり同じような意見を述べられている、そういった中で、村

が事業を組んだということで、利用されている方から非常に喜びの声が寄せられてい

ます。 

   ただ１つだけ言わせていただければ、この要綱の中で定める第３条の中の要綱で、

利用対象者、この中で、本人及び同居家族が自動車を運転できない者というふうにな

っているんです。これが少しひっかかる部分があるなというのが、私が今伺っている

お話です。 

   同居されている方で、車の運転をできる方がいても、日中誰もいないときには、運

転できない方が家に残っていますよね。そういったときに外出したくてもできない事

情が発生してくる、この辺は、やはり改善すべきではないかというふうに考えます。 

   それと、この第８条の中に、利用時間及び回数についても、１人につき週１回程度

というふうに規定されています。これもやはり、もう少し回数を増やしてもいいんじ

ゃないかと、２回、３回と増やしてもいいんじゃないかという、増やしてほしいとい

う声が寄せられています。 

   それと、その利用目的として病院とか買い物、そういうふうに限定をされているん

ですけれども、そこの部分をもう少し改善してほしいという声が寄せられています。 

   それに関して、村長はどのようにお考えになりますか。伺います。 
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○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 介護保険をつくるに当たってのニーズ調査を見ていきますと、や

はり高齢者世帯が多くて、将来の不安を切々と書いてあります。介護保険料が高過ぎ

るとか、いっぱいありますね。やはりどう対応していくかでありますが、１つは健康

をどう保持していくか、病気の場合どうするか。切実です。 

   普通は元気であれば自分の足で行きます。昔の人は。しかし、それがなし得ない場

合は、誰かがサポートしなければならない、そうしますと、今の部分がちょっと足か

せになるといった場合は、やっぱり実情をよく見ていかなければならないだろうとい

うふうに思っております。 

   ただ、やみくもに増やした場合は、今度は経常収支比率が上がるというふうになり

ます。それで、その財源はどうしていくかというふうになりますが、これは、自動的

に増えていきます。黙っていても。冒頭の人数ですね、３０.３％の高齢化率日本と

いった場合は自動的に増えていくことはわかっていますので、財源、消費税ですが、

それ以外のものについても確保して、でもやはり元気なうちは自分でやる、どうしよ

うもなくなった場合はやっぱり助け合い、相互扶助の仕組みを働かせる、これが機能

しないとやっぱりうまくいかないと思います。 

   やはり今のようなものにつきましては、今後の社会像としまして、西郷村３地区、

南、北、中とありますが、もうちょっと人の人生を考えながらこの拠点づくり、役場

も拠点ですが、やっぱり交通体系、デマンドバス、あるいは通学路線、あるいは福島

交通の定期バス、いろんなことを考えながら、今後とも進めていく必要があるだろう

と思っております。 

   そういった中で、今のような要請、あるいは緊急対応、車両の大きさ、人数等が出

てまいります。もちろんそれがうまくいけるようにという配置をどうしていくかとい

うふうにもなってまいりますので、だんだん事態は切迫して、実は団塊の世代である

私もこの中に入っております。すぐに自分のものとして、どう考えていくかというこ

との中において、今の健康の一番保持の仕方と、通院等の切迫感につきましてもよく

考えて、できる限り対応していくということで進めていきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 元気があれば自分で対応していただきたいというお話でしたけ

れども、私もそう思います。元気であれば自分の足で歩いていただいて、用足しに行

っていただくなり、買い物に行っていただくなりしていただければなという考えを持

っております。 

   しかしながら、この外出支援事業を利用されるという方は、やはりちょっと体力が

落ちてしまって、自分の体力に自信がないよという方が、このシステムを利用する方

だというふうに理解をするわけです。 

   その方がそれ以上体力を落とさないために、頑張っていただくための支援事業じゃ

ないかというふうに考えるわけです。ですから、買い物とか通院とかだけではなくて、

例えばお友達のところに行きたいとか、先ほど同僚議員の質問にあったように、カラ



－54－ 

オケに行きたいよとか、そういう目的であっても使えるシステムを構築すべきではな

いかというふうに私は考えます。 

   それと、財政の問題を村長は述べられましたけれども、いわゆる直接的な費用とい

うのがかかりますよね。車を準備する、運転士さんを準備しなければならない、保険

の関係も出てくる、そういうお金の部分と、例えばその方がずっと元気でいてくれれ

ば、介護保険料にかかる部分というのは抑えられるわけですよね。そこの比率を計算

すべきだと思います。 

   それと、村が一番考えなければならないのは、介護状態にならないように、村があ

らゆることをやってその方の人生を支援していくことが私は必要であるというふうに

考えるわけです。そのことを十分に考えていただきたいなというふうに思います。 

   あと、４番議員がよく言われるように、デマンド交通システムという話をされます。

私もこの場で、前に新多目的交通システムというお話をしたことがございます。 

   これは、スクールバスで子どもたちが学校に行くときに、じいちゃんばあちゃんが

一緒に乗っていってもいいんじゃないかと、そういう策を講じていくことによって、

経費というのは抑えられるんじゃないかといういうふうに考えるわけです。その路線

をいろいろ考えていく、福島交通も組み入れながら、村でも独自のバスを組む、スク

ールバスと併用していく、そういうことを村は考えるべきじゃないかと考えますけれ

ども、村長、いかがお考えになりますか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 同感であります。 

   これは、前の提言にもありましたとおり、やはりこの車社会は今後とも進むであろ

うと。公共輸送機関をちゃんとすれば、なるべく自家用車を控えて、ＣＯ２を出さな

いでということを考えていましたが、多分だめだろうと。やはり車は小さくなって、

よりハンドルがなくても目的地に行くような自動車が出てくる可能性があるといった

場合は、やはり今の、若いうちは大した問題はありませんが、高齢化社会が到来にな

ってきた場合は、そういったことも動く場合に非常に有効です。 

   介護にならないような手当てといいますか、これが一番のポイントです。さっきこ

の介護保険料に使う金、痛い思いをして金を使うんだったら、そっちのいいように使

ったらいい、これも前から言っていましたね。痛い思いをして注射を打って、面白く

なくて、飯も食えなくて、お金を取られるんだらば別のものに使ったほうがいい、こ

れもそういう考えでいるわけであります。 

   では、そういったステージをどのように細かく対応していくかというふうになりま

す。ピンピンコロリ運動は、この４期目の公約として私は考えます。今の思想をいろ

いろ聞いたからであります。長野の例もあったし。結局、なるべくみずからの人生を

みずからの気力と体力をもって過ごす。あるときうまく別な世界に行けるといったこ

とが自分でコントロールできれば最高であります。 

   では、コントロールするためにはというふうになりますと、やはり健康状態、食あ

るいは運動というふうにもありましたが、基本的に最終的にはそういった問題は、気
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の持ちようだと言う人がいます。お医者さんです。心に風邪を引かないように、なお

かつ笑いが充満した場合は、非常に人間のホルモンの状況がよくなって、そしてちょ

っとめいった場合も乗り越えていけるといったことがあるので、というふうになりま

すと、いろいろ考えてきますと、やっぱり人生イコール村の総合計画あるいは生涯学

習、全く同じですよね。その中における今のご指摘であって、やはりなるべく健康で

いられることが一番いい。そうしますと、公民館活動とか外に出る、あるいは交流す

る、あるいは助け合う、あるいは生きがいを見つける、あるいは笑う、そういったも

のの事業といったものが必要が出てくると思います。 

   ピンピンキラリ運動と、私、名前を変えようと思っておりますが、ピンピンキラリ

運動がうまくいけば、本当に今の介護医療のものを抑制できて、なおかつ若者の人材

育成とか、あるいは今のいろんな活動に充当できる、そういったサイクルができれば

いいという思いでいるところでございます。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これより午後２時２０分まで休憩いたします。 

（午後２時０２分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午後２時２０分） 

○議長（鈴木宏始君） 休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

   １２番上田秀人君の一般質問を許します。１２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま答弁をいただいたわけですけれども、答弁が多岐にわ

たって、ちょっとわかりづらい部分がございます。 

   私が今言っているのは、外出支援事業について質問をしているわけですけれども、

私の質問もちょっと端にずれたりもしておりますけれども、そこをちょっと整理して、

もう一回伺いたいと思いますけれども、私はまず、村が定めている外出支援の事業に

ついての要綱、この要綱の第３条、利用対象者ね、本人及び同居家族がという部分を

もっと緩和すべきではないか、あと、第８条についても利用の時間と回数ですね、こ

れも緩和すべきではないかということを申し上げたわけです。 

   この部分に対して、村長に具体的にもう一度お答え願いたいんですけれども、どの

ように対応されるか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） やり方については、仕様を定める、要するに対応ですね、今まで

やってきたわけです。議員からはそういったお話がありましたので、もちろん完璧に

全部仕様すればいいわけですが、なかなかそうはいかない事情も出てくると思います

ので、ただご意見といいますか、ご要望はよくわかりましたので、いろいろ検討させ

ていただきます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 言っていることはわかっていただけたということで、どこで妥
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協すればいいのかなと今考えていますけれども、これは私の考えではないです。実際

にこの外出支援事業を利用されている方からの複数の意見であります。では、利用さ

れている方全員から意見を聞いているのかと言われればそうではないですけれども、

実際に利用されている方が、非常に感謝しています、この外出支援事業に対しては。

本当に村に対してはありがたいと。でもね、ということで一言二言言われたのが、今

の言われた話なんです。これは早急に対応すべきだというふうに考えます。 

   あとは、先ほどの経費の問題もございましたけれども、これも以前から言っていま

すように、いろんな複合的な考え、スクールバスとのかみ合わせ、路線バスとのかみ

合わせ、これによっても事業を整理することによって費用を抑えることもできるのも

あるだろうというふうに思います。 

   それと、目先の金額とさきに言いましたように、介護保険料との比較をして、あと

は本人がいかに幸せに過ごせるか、その部分に一番特化すべきだと思いますけれども、

そこも改めて伺います。いかがですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 趣旨は私もそう思いますので、鋭意検討してまいります。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 村長がそういう答弁をされたときというのは、私は村長よりも

気が短いものですから、いつまでにやるんですかということを前もここで言いました

よね。特に私よりも高齢者の方というのは気をもんでいます。年齢を重ねることによ

って気が急ぐというのかな、そういう部分があるので、いつになったらそれが改善さ

れるのかということは、やはりここでは明確に、ある程度の方向は示されたほうがい

いと思うんですけれどもいかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） お話の趣旨、よく検討して、なるべく早くやるということの答え

でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 趣旨はわかっていただいたけれども、時期についてはまだ答弁

していないということで次の質問に移っていきたいなというふうに思います。 

   次の質問といいますか、あとは先ほど答弁の中でありましたように、生活援助、軽

度生活援助についてということで伺いたいと思います。 

   この西郷村の軽度生活援助についての捉え方に、私は今回、また要綱なりを眺めて

いまして思うのは、あくまでも申請主義ではないかというふうに思うんです。要する

に、本人から申請があれば訪問介護員を派遣するという内容です。ここに私はまず一

つの問題があるんじゃないかと思うんです。これは、あくまでもプライバシーという

問題もございます。しかしながら、今の高齢者の方というのは、非常に遠慮される。

さっき言いましたように、外出するにしても、自分の子どもに対しても、やはり負担

をかけたくないから、病院に行くから乗せていってくれということを言えない人が多

いんです。ですから、まして第三者に対して生活援助をしてくださいという言葉をな
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かなか私は発しづらいと思うんです。 

   そういった中で、いわゆる人というのは年を重ねていくと、だんだん物事に対して

意欲が低下してくるというふうに私は理解をしております。そういった中で、特に家

の中で、身の回りのものが片付けづらくなってくる、片付けなくなってくる、そして

食事に対しても意欲をだんだん失ってくる。ですから、食事の準備、買い物などに出

かけることに対しても意欲が低下してきている。こういった状況の中で、いわゆる家

の中が片付かないことによって、物につまずいて転倒してしまう、骨折してしまう、

それによって介護状態に陥ってしまう。 

   食事を、買い物に行くのが大変だから簡素化しましょう、あるもので食べましょう、

そういった偏った食事になって、栄養が悪化して、いわゆる介護状態に陥ってしまう

ようなこともある。 

   ですから、この西郷村軽度生活援助事業実施要綱ですか、この部分も申請主義を見

直して、高齢者の方の日常生活に積極的に介入をすべき、このように考えますけれど

も、いかがお考えになりますか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 趣旨はよくわかります。 

   やっぱり自分で生活をするという、もちろん自信もあって、そしてなるべく人に世

話にならないでという気力を持って生きていますので。 

   ただ、世の中そう簡単ではなくて、病気になったり、あるいは加齢に伴うものも出

てきますね。そのときにみずから発するか、あるいは発しなくてそのまま朽ち果てて

いくのか、あるいはその前にサポートがあって、九死に一生を得るかといった場合も

多分あるだろうと思います。 

   当然、高齢化社会の一番の要諦は、やはり見守りといいますか、そういった状況把

握がちゃんとできることであります。 

   もちろん、申請というのもその中の一部ではありますが、みずからできるうちはみ

ずからやる、できなくなれば誰かがやってくれる、そういったものの組み合わせにな

るしかありません。なるべくそういった状況が近づかないようにということが一番で

ありますが、でも、それになっちゃった場合は、なった場合は、やっぱりそれはその

段階で、今のような方向が手が差し伸べられる、あるいは見守りがあるといったこと

が望ましいわけです。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 私もまさに同じ考えなんです。 

   自分でできることは自分でやっていただきたい。しかしながら、年を重ねることに

よって、運動能力が低下してくる、意欲も低下してくる、それを行政は温かい手を差

し伸べるべきだということを申し上げているんです。 

   それがその申請主義、要するに申し込みをしなければ手を差し伸べない、ここの姿

勢に問題があるんじゃないんですかというふうに思うんです。 

   先ほどの答弁の中でも、包括支援というお話がありました。要するに、包み込むよ
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うな形で、その方が何を今望むのか、何を必要としているのか、そのことを先に行政

は手を入れていくべきではないかと。 

   しかしながら、本人の状況も確認をしながら、ここまではじゃあ手を入れましょう、

ここから先は自分でやっていただきましょう、そういう具体的な策を講じるべきでは

ないかということで、いわゆる申請主義をやめて、本当に行政が介入していく、その

高齢者の方のところに、生活の中に入り込んでいく、そういう策を講じるべきではな

いかと考えますけど、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） みずから生活できなくなって、そして支援が必要だといった場合

の手続が煩雑で難しくて、例えばこの申請だからみずからなんていうことがあって、

出ていくんであればそれは本末転倒な話ですね。 

   やはり、この申請というより代理申請でもこういうものはできるというふうに思い

ます。 

   したがって、そういった状況が察知できる、あるいは連絡体制がうまくいく、そう

いうことが先ではないかというふうに思います。 

   ただ、申請といったことが過大にサービスを受けにくくなっているということが、

相当程度あるのであれば、お尋ねのように見直しといいますか、やり方を変えていく

必要があるというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 村長と私の根本的な違い、見ている場所が違うと思います。 

   私は、高齢者の立場に立って、転ばぬ先のつえの状態で、行政は手を入れていく必

要があるんじゃないんですか。ただし、必要以上に入れる必要は、今のところはまだ、

本人の状況に合わせて入れていくべきだという考えなんです。 

   代理申請と今、村長は答弁されましたけれども、いわゆる高齢者の方は、遠慮され

る方が多いと先ほどから申し上げましたよね。例えば都市部の方ですとそうでもない

のかもしれませんけれども、郡部のほうへ行けば行くほど、やはり人様に迷惑をかけ

るわけにいかないんだということで、必要以上に頑張ってしまう、それが悪化させる

原因にもなっていることもあるんです。 

   ですから、見る場所をちょっと角度を変えていただいて、いわゆる今の村の申請主

義を、方向を少し直すべきだと、このことを伺っているんですけれどいかがでしょう

か。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） さっき民生委員の話でありましたですね。いろいろ情報把握でき

るもの、役場だけでは多分できないと思います。いろんな人のお力をかりて情報が集

まる、そうしたときに、今の手遅れにならないようにといったことが働くというふう

になればいいと思います。 

   ただ、この役場だけで全部できるのかということになりますと、今の手続上の問題

がありますので、その手続自体が、申請しにくいとか、いろんなバリアになってくる
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ということは本末転倒だというふうに思いますので、そういった実態等を見ながら勘

案してまいりたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま、民生委員の活用ということで、さきの質問者の答弁

の中でも民生委員の方が地区を回っている、民生委員の方をフル活用して対応するの

が一番だということをお答えになっていますけれども、そのシステムをさらにもっと

具体的に構築する必要があるというふうに考えます。それが、構築されていないとい

うことで、いわゆる私から見れば申請主義が強く見えてしまうところなんです。そこ

はやはり強く改善を求めるところであります。 

   先ほど来から、いろいろ話の中で、高齢者に対してさまざまな社会参加を促す、自

分で自助をしていただくということのお話も出ていますけれども、そのために、では

いわゆる高齢者と言われる方が、参加できる場所の提供、そして環境の整備もこれは

必要だというふうに考えます。 

   これを生かすためにも、現役時代の経験を生かせる活動や仕事ができる場所、趣味

や新たなチャレンジをする活動の場所、健康づくりのための運動教室、ボランティア

活動の場、地域の人たちと交流できるような交流サロンなどなどいろいろあります。 

   あと、本日一番最初の佐藤議員の質問にもあったように、カラオケ教室とか、本当

に具体的な楽しみの部分のそういう場所を、もっともっと村は構築していくべきでは

ないかというふうに考えます。 

   これをつくるに当たっても、やはり移動手段の問題等がございます。 

   こういう場所をつくるに当たって、行政区単位で整備するもの、さらには小学校の

学区の単位で整備するもの、あと現在、村が実施している緊急通報サービスなどでは、

行政区の中の一つの集落、隣組の中での単位に及ぶものもございます。このような単

位の中で、いわゆる高齢者の方がみずから進んで参加できるようなシステムを、場所

をつくるべきではないかというふうに考えます。そしてさらには、地域での互助、共

助が行えるような、そういった環境整備も、村はやはり今すべきではないかというふ

うに考えますけれども、いかがお考えになりますか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 新年度予算、それから平成２６年度事業において、今の部分はや

っております。それで、前にも申しましたね、やっぱり長野が先行しております、今

の部分については。それで、長野も非常に緻密であったり、あるいは計画を、ＰＰＫ

の運動をやっていく展開の、まず基本の計画というのはどういうものかと見ますと、

総合計画です。言ったとおり、全般に及ぶわけであります。西郷村の村民のライフス

タイルまでいくわけです。 

   おっしゃったとおり、どうやって生きがいと、あるいは趣味でも何でも、年齢に合

った運動、社会進出、そういったものがどういった部分で、これは十人十色でありま

すので、今言われたやつ全部該当いたします、その策とか何かの計画にも同じことが

書いてあります。やはりそれをどうなし得ていくかです。 
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   政策的に全体で取り込むもの、あるいは行政区単位、あるいは学校区、ありますね。

人はやっぱり行動範囲が違いますので、それはそれで対応していく必要があるだろう

と思います。 

   それで、究極はやはり健康の保持です。食べ物と運動と、それから生きがいと、先

ほど笑いと申し上げました。こういったことがずっと引っ張れれば、なるべくお医者

様の、あるいは施設のお世話になる時間を短くすることができるということがありま

すので、ご提言のほうのお答えにつきましては、逐次対応してまいります。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいまの村長の答弁の中で、新年度予算で対応していくんだ

というお答えでしたけれども、新年度予算の中で、具体的にどの部分で対応されるの

か、そこをお示しください。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ＰＰＫの計画は壮大です。それで、去年からいろいろデータをと

って、検討しております。入り口論は健康保持、あるいは食生活、運動それから生き

がいあるいは笑い、長野県の計画を読んでいきますとそういうことが書いてあります。

この前、首都大学東京の星旦二先生のお話をお聞きして、全く同感でありますという

ことでありました。 

   そうしますと、どのように健康を保持しながら、今の生きがいまでいけるのかとい

うことは、逐次計画を練り上げていきます。 

   ただ、今のところは放射能の除染に相当数人数を食われております。そっちのほう

を早く終わらせる、同時に計画を詰めながらということを指示しております。 

   もちろん、この健康元気教室ですね、これは福島県立医科大学、あるいは京都大学、

いろんなサポートがあったりします。そういったことをベースとして計画のより具体

性を出していって、そしてこの教室あるいはサロン、こういったものの充実を図って

いく予定でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 答弁を聞いていて思ったのは、今年度、平成２７年度予算の中

の、からだの教室の予算のことなのかなと思って今聞いていたんですけれども、私が

言ったのは、現役時代の仕事をしたことを生かせるようなところは、趣味とか新たな

るチャレンジをする場所、運動教室とかボランティアの活動とか、また地域の方と交

流ができるサロン、そういったふれあいサロンみたいな、そういうものが予算の中に

計上されているというふうに理解したんですけれども。 

   健康推進課長、予算に組み込まれているんですか。 

   からだの教室に関しては、今議会が始まってから資料請求をして、予算の内訳明細

を見たんですけれども、私の目から見ては、さきに私が言ったボランティア活動の場

とか、サロンの予算とかというふうにはとれなかった。そういうふうに予算組んであ

るんですか。健康推進課長、お答えください。 

○議長（鈴木宏始君） 健康推進課長。 
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○参事兼健康推進課長（皆川博三君） 今言われた予算の関係なんですけれども、村長の

ほうから話が出たのは多分、健康増進のほうの部分でのお話で、重複はしているんで

すが、高齢者福祉施策としても、介護予防とかは、一次予防、二次予防ともに、それ

は予算化を従前からしております。 

   ただ、地域のサロンですが、今のところ４地区ぐらいの行政区でやられているよう

ですが、これについては積極的な予算化をしているところではございません。 

   それで、先ほどからご指摘ありました申請主義の件でございますが、窓口としては、

既に準備をして、西郷村の福祉トータルサポートセンターということで、総合窓口化

を図っておりますし、申請主義という形ではなくて、高齢者の実態調査から見えた要

支援者、この人に積極的なアセスメントを行って、そこの中で、村のほうが要支援者、

生活支援者を捉えていって、それらの人に必要なサービスを提供していくためのコー

ディネーター、そういうものを配置して、これから具体的に地域にもっと入っていく

ということですので、何もないということではなくて、その辺のところは平成２４年

度につくりました要生活支援者の生活支援計画書ですか、これに基づいて実施してい

きます。 

   これによって、福祉と介護とそれを一体的な運営ができるように戸別訪問をしなが

ら準備のほうのサイドに立って考えていきたいというふうなことで走り出しておりま

すので、ご了解をお願いしたいと思います。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 何となく理解できました。 

   それで、先ほどの村長の答弁の中で、放射能の除染のほうに今、特化しているとい

うことで、なかなか職員も大変だと、職員の数も少ない中でのそういう事業だという

ことで、理解をする部分はございます。 

   ですから、何でもかんでも私、役場の職員にやれというわけではないんです。 

   こういった今、先ほど私言っていることを支援してくれるボランティアの人をまず

養成しましょうよと。あとは地域の人たちにも、もっともっとお願いをして参加して

いただきましょうと。 

   そしてさらには、民間企業の育成も必要ではないかと思うんです。これは民間企業

というと言葉が変なんですけれども、地域密着している、そういう会社にお願いをし

て協力をしていただく。それによって、今、村長も答弁ありました。健康推進課長か

らもあったように、トータルサポートということでサポートしていく、そういうシス

テムを構築すべきではないかと考えますけれどもいかがですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 昔からそういうふうになっていましたね。やっぱりご隠居さんが

いて、いろんな話をしながらということで、助け合いをしていたわけです。 

   ただ、核家族化と、それから職業の変化によって、同じ場所にいられない、結局高

齢者世帯が増えているという状況にありますので、素地はあると思います、私は。 
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   ただ、規模的に、あるいは時間的にもっと密にやっていかなければならないという

のは同じ考えでございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 昔からそうなっていたということなんですけれども、いつの昔

かということなんです。今はその昔ではないんです。もう崩れちゃっていると私は思

うんです。 

   ですから、ばらばらになってきている部分があるので、今、ここでもう一度構築を

して、昔のよさ、そして現在のいろいろな技術を活用しながら、そして今、課長が言

われたように、トータルサポートをきちんとしていきましょうと、それがいわゆる村

民の方の福祉につながる、健康につながる、喜びにつながっていく、それがやがて介

護保険の保険料とかにはね返りするのを抑えるということができるというふうに思う

んです。 

   ですから、昔からそうなっているではなくて、今、新たにもう一度構築すべきだと

いうふうに考えます。 

   あとは、高齢者の方というのは、特に体調の変化を起こしやすいというふうに私は

理解をします。 

   ですから、今、自助・共助の話をしました。村がさらに今後必要なこととしては、

さらなる公助として、専門員の育成、これは先ほど課長の答弁の中にコーディネータ

ーを配置して、地区に派遣していくんだということで理解をする部分でございます。 

   そしてさらには、病院や老人保健施設、特別養護老人ホームなどの施設整備も、こ

れもやはり必要になってくるというふうに考えます。これらについてもやはりもうこ

の時点で具体的な計画をつくって、さらに前に進めていくべきだと考えますけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 新年度から住所地特例がうまくいったりという情報があります。 

   高齢化が進んで、待機者といいますか、なかなか自宅は生活にたえないといった場

合はということで、施設が必要になってきます。そうした場合に、保険料は納めてい

ても、なかなか入れないという実態がありますので、もちろんこれは、ハイリスク・

ハイリターンになります。そういった施設をどんどんつくっていくというふうになり

ますと、介護保険料は上がります。上げないでできる方法を考えながらつくっていく

と、これが目標でありますので、なるべく施設の整備は早く進めていきたい。 

   なおかつ今の目標は、年金だけで入れるかどうかという問題がありますので、そう

いったものを考えながら、事業者あるいは財源等を考えて、いち早く設置の方向で考

えていくというふうにしております。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 確かにそうですね。施設をつくればつくるほど保険料への跳ね

返りも考えられるわけですよね。ですから施設を要らないような形で進めていくとい

うことが必要である、しかしながら、やはり最終的にはどうしても施設というような
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ものは必要になってくる。この矛盾をいかにクリアしていくかということが、今後の

大きな課題かなというふうに思います。 

   そういった中で、次の質問に入っていきたいと思います。 

   次は介護予防事業への取り組みについてということなんですけれども、実際、今の

話は、介護予防の内容なのかなというふうに思います。さらに具体的に村が今実施し

ている内容についてお示しをしていただきたいと思うんですけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長（鈴木宏始君） 健康推進課長。 

○参事兼健康推進課長（皆川博三君） お答えいたします。 

   介護予防事業の取り組みでございますが、介護予防の事業としては大別して２つあ

りまして、元気高齢者を対象にする一次介護予防事業と、要支援等の状態に陥るおそ

れがあるということで二次介護予防事業を実施しております。 

   現在、一次介護予防事業の実施状況としては、これは地区とかでやっているんです

が、一の又ほか４地区で、一の又が１３回、熊倉が１０回、鶴生が２２回、上新田が

２１回です。人数的には一の又が１６名、熊倉１１名、鶴生が１５名、上新田が

２０名でございます。 

   それから、別にお元気教室というふうな名のもとに、お医者さんのほうの運動教室

を行っているものがあります。これにつきましては、いわしなクリニックで３６回、

人数が２２名、延べ人数１７０名と、あともう一つ、かねこクリニックで３６回、人

数が１４人の述べ９２名というものでございます。 

   以上が一次介護予防事業です。 

   それから、二次介護予防事業としては、リスクのある高齢者の方ですが、いきいき

教室というふうなネーミングのもとにエグナスというスイミングスクールでやってい

るところで２１回、実人数２２名、延べ１１５名、それから、いわしなクリニックで

１２回、実人数６回述べ５２名というような状況です。 

   それから、地域サロンは先ほど言いましたが４か所です。折口原、大平、川谷、虫

笠のいきいきサロンとして、これは村のほうの主体ではなくて、これは社会福祉協議

会のほうで行っている事業でございます。 

   以上でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま、一次介護予防、二次介護予防の取り組みについて説

明いただいたんですけれども、先ほど来から、ずっと予防のほうに話が入っているん

で、ここで１点だけ申し上げたいのは、今のこの西郷村の内容を見ていると、いわゆ

る村の福祉課、健康推進課、生涯学習課で実施する事業、あとはその社会福祉協議会

に委託をしている事業というふうな、縦割りの行政にしか見えない。これをやはり担

当課である健康推進課のほうで統括をして、うまく連携を図っていくべきではないか

と考えますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 健康推進課長。 
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○参事兼健康推進課長（皆川博三君） お答えいたします。 

   今、福祉課とか健康推進課の中でも、係ごとにいろんな部分での取り組みがされて

いますし、目的別ということで、障認は障認、社会福祉は社会福祉、高齢福祉は高齢

福祉みたいな感じできているのは確かでございます。 

   ただ、それを総合的にと言われても、とりあえずは、その高齢者のところで質問が

あれば、高齢者福祉のほうの部分でのお話を申し上げているわけでございます。 

   先ほど来、高齢者の方が住み慣れた地域で生活できるようにということの部分があ

りました。確かに今向かっているのは、国もそういうふうな方向で、平成１８年から

地域包括ケアシステムの構築と、これに向けて向かっております。 

   中身は先ほど来、いろんな出てきた部分を総括的に提供していく地域をつくろうと

いうことです。その中身としては、在宅医療であって介護、介護予防、生活支援、住

まい災害支援まで一貫したものを提供できる地域づくりを進めると。それで、住み慣

れたところで完結型の地域社会をつくっていくことによって、そこで長く住み続けら

れるというようなところに向かっております。 

   それは、ソフトもハードも両方必要になってきます。これは、基本的には高齢者の

福祉トータルサポートになるわけですが、福祉トータルサポートとしては、それは拡

大していって、それが障害者であったり、子育てであったり、そういうふうな部分ま

では当然拡大できると思います。 

   ただその、健康増進というふうな部分での先ほど村長から答弁がありましたところ

の、ＰＰＫですか、ピンピンキラリと言いましたけれども、その部分についてはやは

り角度が若干異なるんで、その部分はまた健康増進という形で、小さいときから、お

ぎゃあと生まれる前から必要になる施策ですので、その部分を一課で全てが賄えると

いうことは、なかなか難しいかと思います。 

   ただし、おっしゃるように、どこかで総合的にそれを取り組むことができるという

ことであれば、それにこしたことはないというふうに担当課長としては、一課長とし

てはそう思っております。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま、課長からお答えがあったんですけれども、私も以前

からそのことについては同じ考えだったです。 

   結局、生まれる前からという、妊婦さんの健診の部分から、本当にその方が亡くな

られるまで、ずっと村は見守り続けるべきだというふうに思うんですよ。それをやっ

たのが、時々ここでお話をしますけれども、岩手県旧沢内村がそうだったんです。そ

ういうシステムを構築すべきだというふうに思うんです。それを統括していくという

かな、事業はそれぞれの課で担当されてもいいと思うんです。 

   しかしながら、１か所でそれを集中して見ていける、その方１人をずっと見ていけ

るといえばいいのかな、そういうことを構築すべきだと思うんですよ。 

   今、課長がそういうふうにお答えになりましたので、そのようにさらに続けていっ
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ていただきたいなと思うんですけれども、時間がちょっとありませんので、村長、そ

のことは肝に銘じていただいてお話をしたいと思います。 

   続きまして、質問の２点目のほうに入っていきたいと思います。 

   質問の２点目としまして、防災行政についてということで、防災行政について伺い

たいと思います。 

   東日本大震災が発生して、明日で４年目というふうになるわけであります。 

   突然に発生する災害について、絶えず備えが必要だということは、誰しもがわかっ

ているものであります。 

   しかしながら、私自身もそうですけれども、いわゆるこの４年という時間が経過し

ていく中で、あのときの記憶がだんだん薄れていってしまうということも事実である

なというふうに確認をしております。 

   これまでも、何度もこの場において、防災関連について取り上げをしてきたわけで

すけれども、今回特に、災害時に配慮が必要だと言われるお年寄りの方、障害者の方、

乳幼児等の避難生活に対応できる福祉避難所の指定と設置について、今回伺いたいな

というふうに思います。 

   災害が発生したときに、よく指定されて避難所となるのが、小・中学校の体育館、

そして、西郷村においては文化センターや各地区の集会施設が活用されています。 

   しかしながら、以前にも指摘をしましたように、大きな空間に多くの人が集まると

いうことで、プライバシーの問題などが発生しますよということを指摘してきました。

特に、災害弱者と言われる方たちの生活環境や支援内容が適切に行われないというこ

とにより、体調が悪化されるという方も起きています。これらに対応するためには、

やはり災害弱者と言われる方たちのために対応できる避難所が必要だというふうに考

えるわけであります。 

   この西郷村において、福祉避難所の指定というものはされているのかどうなのか、

まず伺いたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） １２番上田議員のご質問にお答えいたします。 

   福祉避難所ということでございますが、福祉避難所の指定は、平成２５年９月

２７日に那須甲子青少年自然の家、それから社会福祉事業団太陽の国の各施設、厚生

センターも含みます。それから西郷村の社会福祉協議会が入っております高齢者支援

センター、その３か所、太陽の国、それぞれ数えますと、１１か所を福祉避難所とし

て指定しております。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ただいま、那須甲子青少年自然の家から太陽の国、そして高齢

者支援センターですか、ここが福祉避難所として指定をされているということで、答

弁をいただいたわけですけれども、果たしてその場所だけで、本当にいいのかという

ことなんです。というのは、いつもこの場で申し上げるように、平成１０年に発生し

た８・２７水害、そして４年前に起きた東日本大震災、ああいったときにいつも私、
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この場で言いますように、道路が分断されました、地区が分断されました、そういっ

たときに、この各施設にどうやって行くのかという部分も想定しなければならないと

思うんですよ。 

   これは、災害対策基本法の第８条の２の１４とか、あとは２の１５あたりで、この

ことは自治体でちゃんと考えなさいよ、設置しなさいよということは言われていると

思うんですけれども、その辺について、担当課ではどのようにお考えになっています

か。伺います。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   福祉避難所というのは、やはりケアできる人がいないとなかなか大変だということ

もございます。先ほど言いました施設は、ケアできる介護の方とか、それから自然の

家ですと、直接介護という方はおりませんが、大きな施設ですので、避難者が集まっ

たときには、国等からそういった人材を派遣してもらえるとか、そういうこともござ

いますので、人とセットになって考えていかなくちゃならないと思います。 

   それで、今、議員のほうからおっしゃられた、交通手段、道路等が寸断されたと、

そういった場合、各地区に必要なんじゃないかというお話であるかと思いますが、そ

の人の部分ですね、それを今後、例えば近くにいる介護施設に勤めている方とか、状

況によってさまざまになるかと思いますが、そういったことも検討しながら、ほかの

施設については考慮してまいりたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） なかなか難しい問題があるなというのは理解をしております。

しかしながら、厚生労働省が出している福祉避難所設置運営に関するガイドラインと

いうのがございますよね。これは、もう総務課でも見られていると思うんですけれど

も、この中で、福祉避難所の指定については、小学校区に１つが基本だということを

示されている、これは設置しなさいではないんです。目標として望ましいということ

で書かれています。ですから先ほど言ったように、もうちょっと細かく指定をして設

置をすべきではないかというふう考えます。 

   このことについて、どのようにお考えになりますか。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   おっしゃるとおり、地理的な条件、学区単位等ありますので、その地区地区によっ

て必要ということは当然考えなければならないことと思っております。 

   それで、今現在、自然の家はかなり遠いところになりますので、現在としては、高

齢者センター等、それから太陽の国ということになるんですが、そうすると、米地区、

それから羽太地区ですか、そちらが手薄という状況でもありますので、そこに関しま

しては、検討して対処していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ４年前の出来事を思い出していただきたいなと思うんです。条
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件はちょっと違いますけれども、あの震災の後に、雪が降ったときに、那須甲子青少

年自然の家に行ってくださいと言われた方、相双地区のほうの方かな、雪道が怖くて

運転できないという方がいらっしゃいましたよね。この西郷村においても、今名前が

出た米地区と川谷地区では雪の量が全然違う、そうなってくると、やはり米地区の方

が太陽の国のほうまで行ってくださいと言われても、万が一、雪があったときに運転

に支障を来すような場合も出てくる、こういったことも考えて、これはやはり早急に

指定していくべきではないかというふうに考えます。 

   それと、またお金の絡みになってきますけれども、指定した場合に、やはり高齢者、

乳幼児、障害者の方ということなものですから、バリアフリー化も当然必要だという

ふうに考えます。多目的トイレ、段差の解消、手すりの取り付け、シャワールーム、

こういったものもやはり改善すべきだなというふうに思います。 

   それと先ほど、課長の答弁にありましたように、要援護者が、必要な支援が受けら

れる体制の整備ということで、いわゆる支援する方の、人の育成も必要だなというふ

うに思います。 

   これはやはり、いつ起きてもいいように、絶えず体制を組めるような、班編成をす

るような、そういう取り組みを、村としてはすべきだというふうに考えています。そ

ういう備えがあってこそ、突然やってくる災害に十分に対応できるんではないかと考

えますけれども、いかがお考えになりますか。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   もちろんおっしゃるとおり、体制の整備、遅れておりますが、進めていかなければ

ならないとは思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） ４年前には、それなりに保健師の方が中心になったり、役場の

職員の方が中心になったり、それぞれの支援活動ができたというふうに理解をしてい

るんです。 

   ですから、記憶がまだ新しいうちに問題をもう一度洗いざらい出して、改善すべき

は改善して、そういう班編成をしていく必要があるというふうに考えます。 

   それと、さまざまな問題が出てくると思うんです。要支援者が必要な支援が受けら

れる体制の中で、いろいろな相談事とか出てくると思います。その相談窓口の設置も

あわせて考えていく必要があると思いますけれども、その点について伺います。いか

がですか。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   ４年前のとき、確かに一番大きな施設として那須甲子青少年自然の家ということで、

あのときちょうど雪が積もっていたということで、若干避難される方もトラブルがあ

って、車がちょっと路肩に入ってしまったり、それから自然の家の入り口がわからな

いということで、役場のほうでも案内したりした状況ですが、それらの経験も生かし
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まして、村内の避難の場合はどうなのか、村外から来た場合の避難はどうなのか、そ

の辺も検討しながら、今年、災害から５年目になりますので、いろんな資料もまとめ

ろという村長のほうからの指令も出ておりますので、その辺も検討してみたいと思い

ます。 

   よろしくお願いします。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 検討していくということで、理解をしたいと思います。このこ

とについてもいつも言っていますけれども、災害発生時に対応するための生活用品、

非常用食料、飲料水等の備蓄の状況と、管理状況についてということで、何度もこの

場で申し上げております。 

   これに関しても今、村はどのような取り組みをされているのかお示しください。 

○議長（鈴木宏始君） 総務課長。 

○参事兼総務課長（山崎 昇君） お答えいたします。 

   前回９月の質問だったかと思いますが、そのときと備蓄の状況というのは変わって

おりません。それで、備蓄に関しましては、あのときお答えした状況で、ジャスコと

の協定、それから魚市場、青果市場との協定で、備蓄の部分を賄っていきたいという

答えをしたかと思いますが、今、その状況は変わっておりませんが、今年度予算的に

も若干きつい状況もございまして、備蓄等当初より要求はしておりませんでしたが、

どれくらいの備蓄が必要なのか、それを計画的にやってみる必要があるんじゃないか

という意見をいただいたかと思うんですけれども、備蓄も家庭での備蓄、それから先

ほど言いました外の企業等の方にお願いして賄う部分、それからそれ以降になります

と、支援物資で届く部分の３つがあるかと思うんですが、家庭でどれくらいの備蓄が

あるのか、その基礎資料がないと、どれくらいの災害を想定するかによって違ってま

いりますけれども、また災害の種類によっても違いますけれども、家庭での備蓄の状

況、できれば今年度予算のかからない状況で調査してみて、新年度ですね、それで調

査したいと、今考えているところです。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 時間がなくなってきましたので、これで終わりにしたいなと思

うんですけれども、予算がきつい状況にあって、なかなか対応が難しいと、それで昨

年度９月のときにもお話ししたとおりですということで、ジャスコと言われましたけ

れども、イオンですよね、これ。イオンと各青果市場とかにお願いをして対応してい

きたいと。 

   ただ私、いつも心配するのは、災害というのは広域で発生した場合に、こういった

対応がし切れない部分があるんじゃないかということをいつも心配するんです。そう

いった中で、今、課長が答弁されたように、家庭での備蓄状況ということで調査した

いということだったんですけれども、これもやはり、もっと早急に対応すべきだとい

うふうに思います。 

   先ほど言いましたように、自助・共助の部分で、自分でも努力してもらう必要があ
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ると思います。 

   ですから、各家庭にお願いをして、災害の救援、非常食とか飲料水とかある程度確

保してくださいよと、それで予想規模を上回って、その家庭で備蓄しているものがな

くなった場合に村が対応する、万が一、備蓄するのを忘れていた方のために行政が対

応する、そういう形も１つの方法かと思います。 

   そういったことをさらに検討して進めていってほしいなというふうに思います。 

   時間がないので、次の質問に入りたいと思います。 

   除染業務委託契約についてということで、これも昨年の９月の定例会に質問しまし

た。この賃金未払いの問題ということで質問したわけですけれども、これは議会の中

で明らかにした内容なものですから、これもやはり議会の中できちんと報告があって

しかるべきかと思います。結果がないにしても、中間報告でもやはりすべきではない

かと考えますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 下請の給与不払いの件について質問がありました。その後の結果

でございますのでご説明いたします。 

   給与不払いが３件あったと、解決していないと、どうなっているのかということで

ございますが、３件のうち１件は発生直後に解決いたしました。他の２件につきまし

ては、共通の下請事業者であり、作業事業者との間において、本件の解決を図るため

の裁判に向けた手続を進行させているという状況にございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １件は解決をして、残り２件が裁判による判断ということで理

解をしたいと思います。 

   しかしながら、除染の業務を委託された側、いわゆる業者さんのほうですよね、業

者さんのほうにもやはりそういった面でいろいろ影響が出る可能性もあります。です

から、こういうことが起こらないように、村は十分に注意すべきだったというふうに

考えるわけであります。 

   裁判の方向に入っているということであれば、ここでこれ以上申し上げることは差

し控えたいと思います。 

   次の質問の中で、福島県除染作業共通仕様書に対する村の考え方を伺いますという

ことで、これも前回取り上げたんですけれども、ちょっと質問の内容が不十分だった

ものですから、福島県除染作業共通仕様書というものが環境省福島県生活環境部とい

うところで出されています。この共通仕様書に基づいて除染業務を行うと。９月でも

申し上げましたように、業務委託において下請はないんだということを私、申し上げ

ましたよね。 

   しかしながら、この共通仕様書の中では下請は認めますよと。それに伴って福島県

元請・下請関係適正化指導要綱、この要綱を準拠することというふうになっています

よね。このことがきちんとされないから、こういう問題が発生したんじゃないかと思

うんですけれども、その辺いかがお考えになりますか。 
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○議長（鈴木宏始君） 放射能対策課長。 

○参事兼放射能対策課長（藤田雄二君） お答えします。 

   ただいま、１２番上田議員のご指摘のように、当初の作業員の数とか、そういうも

のを集めるために、下請の選定について適正化指導要綱の中に、第４として下請の選

定ということがございます。 

   この中で、下請に関しては施工能力、経営管理能力、雇用管理及び労働管理の状況、

労働福祉の状況、下請との取引状況、総合的に勘案して優秀なものを選定しなさいと

いうことがうたわれております。 

   その中には、１３項目の改正条文がありますが、発注者側としてはやはり、取引先

企業に対する代金の不払いを起こすおそれがないことということで、元請に対しては、

こういった村としても多少の不手際がありましたことは認めます。ですから、元請に

関してもこれらの要綱を遵守して、今までも賃金の不払いがあってからはこういった

ものを遵守して適正に対応するように指導してまいったところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 要するにこの除染というのは、今まで村が経験したことのない

ことですよね。ですから、この部分をもっと慎重に進めてほしかったなというふうに

思うところです。 

   これは、きちんと真に受け止めて、この要綱に基づいて、やはり今残っている問題

に関しても、これから発生しないように、十分に担当課は注意をすべきだというふう

に申し上げて質問を終わりたいと思います。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） １２番上田秀人君の一般質問は終わりました。 

◎散会の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

   明日３月１１日は定刻から会議を開き、一般質問を行います。 

   本日はこれにて散会します。ご苦労さまでした。 

（午後３時１７分） 

 


